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※各指標の詳細な分析は、市ホームページに掲載しています。問い合せ先　市財政課　��１１１１（内線２２３１・２２３７）

・・・市財政に与える借金返済の影響は？

　実質的な借金返済が市財政にどの程度の影響を与えるかを示
す指標です。
　この数値が２０％を超えてしまうと、災害等を除き、起債の
借入に一定の制約が課されることになります。

・・・市民はどれくらいの借金を背負っているの？

　平成１６年度末の地方債（借金）の残高を、平成１７年３月３１
日時点の人口で割ったものです。

給与水準の適正度（国との比較）　〈ラスパイレス指数〉・・・市職員の給与水準は？

　市の給与水準を表す指標で、国家公務員行政職（一）職員の
俸給（１００．０）と比較した数値です。

定員管理の適正度　〈人口１，０００人当たり職員数〉 ・・・市職員の人数は？

　人口１，０００人当たりの職員数です。人口は平成１７年３月３１
日時点。職員数は平成１７年４月１日時点で算出しています。

宇土市 ��������� ６．７９

類似団体平均 ������ ８．１６

全国市町村平均 ����� ８．１２

熊本県市町村平均 ���� ８．６５

宇土市 ��������� ９５．７

類似団体平均 ������ ９６．６

全国市町村平均 ����� ９７．６

熊本県市町村平均 ���� ９３．７

宇土市 ������� ４６０，３４５

類似団体平均 ���� ４３０，９３５

全国市町村平均 ��� ４６６，１０９

熊本県市町村平均 �� ４７９，７４８

宇土市 ��������� １３．７

類似団体平均 ������ １１．７

全国市町村平均 ����� １１．２

熊本県市町村平均 ���� １１．１

　本市の場合、給与水準の抑制や職員数削減によって人件費を大幅に削減している一方で、過去に実施した

大規模事業の際に発行した起債の償還が市の大きな財政負担となっていることがうかがえます。

　さらに、平成１６年度に実施された「三位一体の改革」によって、経常的な収入である地方交付税等が減額

され、各種の財政指標にマイナス影響を与えています。

　しかし、起債の償還が１６年度をピークに減少に転じたことから、財政負担が今後軽減されていくため、

これまで取り組んできた行財政改革を更に継続していくことで、これからの財政状況は好転していくと考え

ています。

公債費負担の健全度 〈起債制限比率公債費負担の健全度　〈起債制限比率〉〉

将来負担の健全度　〈人口１人当たり地方債現在高〉

（人）

（円）

（％）
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・・・市財政の弾力性は？

　自由に使える収入（地方税、普通交付税など）を、人件費、
公債費などの経常的な支出にどれくらい充てているかを表すも
のです。上昇すればするほど自由に使えるお金がなくなり、財
政的に「弾力性に欠ける」ということになります。

・・・市の財政にはどれくらいの余裕があるの？

　自治体の財政基盤の強弱を表す指標で、標準的な行政活動に
必要な財源をどれくらい自力で調達できるかを表すものです。
　１に近いほど、または１を超えるほど財政に余裕があるとい
えます。

人　　口　　　３８，７４３　人　（H１７．　３．３１現在）
面　　積　　　　７４．１９　�　（H１６．１０．　１現在）
歳入総額　１３，４４５，８６９　千円（H１６年度決算）
歳出総額　１３，２１８，８５４　千円（H１６年度決算）
実質収支　　　１１８，９３２　千円（H１６年度決算）

宇土市 ��������� ０．４２

類似団体平均 ������ ０．５５

全国市町村平均 ����� ０．４７

熊本県市町村平均 ���� ０．３２

宇土市 ��������� ９７．９

類似団体平均 ������ ９３．４

全国市町村平均 ����� ９０．５

熊本県市町村平均 ���� ９０．５

財政構造の弾力性 〈経常収支比率財政構造の弾力性　〈経常収支比率〉〉

財政力 〈財政力指数財政力　〈財政力指数〉〉

（％）

類似団体　人口及び産業構造等
により全国の市町村を８８のグ
ループに分類した結果、同じグ
ループに属する団体。
　宇土市と同じグループには
５２団体が属しています。
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市
消
防
団
消
防
点
検
は
２
月　
２６

日
、
市
防
災
セ
ン
タ
ー
で
市
消
防

団
員
（
志
垣
数
一
団
長
、
総
勢
６

１
８
人
）
は
じ
め
市
、
県
の
関
係

者
ら
約
９
０
０
人
が
参
加
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

田
口
信
夫
市
長
が
鎌
賀
和
夫
副

団
長
へ
総
指
揮
者
を
任
命
し
、
鶴

城
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の
演

奏
に
合
わ
せ
市
消
防
団
員
が
堂
々

と
分
列
行
進
。
そ
の
後
、
昨
年
度
、

総
合
優
勝
第
２
分
団（
花
園
地
区
）、

総
合
点
検
優
勝　

第
６
分
団
第
１

部（
走
潟
地
区
）、
操
法
優
勝　

第

５
分
団
第
１
班（
網
津
地
区
）が
そ

れ
ぞ
れ
優
勝
旗
を
返
還
し
ま
し
た
。

　

田
口
市
長
が
「
災
害
に
備
え
て
、

常
備
消
防
は
強
化
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
市
民
の
市
消
防
団
に
対
す
る

期
待
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

市
消
防
団
の
輝
か
し
い
伝
統
を
継

承
し
、
組
織
の
強
化
を
期
待
し
ま

す
」
と
式
辞
を
延
べ
、
消
防
活
動

に
功
績
が
あ
っ
た
皆
さ
ん
に
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

消防団員は、それぞれの職業につきながら、地域の安全、安心　消防団員は、それぞれの職業につきながら、地域の安全、安心をを

守るために活動しています守るために活動しています。。

団員は、地域住民によって構成され、火災や災害時に救助・救　団員は、地域住民によって構成され、火災や災害時に救助・救援援

に出動するだけでなく、普段から訓練や火災予防のための普及啓に出動するだけでなく、普段から訓練や火災予防のための普及啓発発

活動などを行っており、人々の安全な暮らしを守る、最も身近で活動などを行っており、人々の安全な暮らしを守る、最も身近で頼頼

りになる存在ですりになる存在です。。

毎年、２月下旬には市消防団団員全員が集まり、日ごろの訓練　毎年、２月下旬には市消防団団員全員が集まり、日ごろの訓練のの

成果を競う消防点検が行われています成果を競う消防点検が行われています。。

����������
������������

　

江
戸
時
代
の
享
保
３
年
（
１
７

１
８
年
）
に
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗

の
命
を
受
け
た
江
戸
南
町
奉
行
大

岡
越
前
守
が
町
家
を
火
災
か
ら
守

る
消
防
組
織
と
し
て 
町
火
消 
「
い

ま
ち
び
け
し

ろ
は
四
八
組
」
を
発
足
さ
せ
た
こ

と
が
、
今
日
の
消
防
団
の
前
身
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
時
の
消
防
活
動
は
、
火
事
現

場
の
周
り
の
家
々
を
取
り
壊
す
こ

と
に
よ
り
火
事
の
延
焼
を
く
い
止

め
る
「
破
壊
消
防
」
で
大
工
や
と

び
職
の
人
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て

活
躍
し
て
い
ま
し
た
。
�
自
分
た
ち

の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る�
こ

の
思
い
が
、
現
代
へ
と
受
け
継
が

れ
て
い
る
の
で
す
。

　

市
消
防
団
の
年
間
を
通
し
た
大

き
な
訓
練
と
し
て
新
入
団
員
訓
練
、

夏
季
訓
練
、
非
常
呼
集
訓
練
、
冬

季
訓
練
と
４
つ
の
訓
練
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
住
民
や
宇
城

広
域
消
防
本
部
と
連
携
し
、
訓
練

を
行
う
総
合
防
災
訓
練
や
春
と
秋

の
全
国
火
災
予
防
運
動
、
年
末
に

は
特
別
警
戒
を
実
施
し
担
当
区
域

を
巡
回
し
た
り
、
各
家
庭
へ
防

市
消
防
団
の
訓
練

消
防
団
の
ル
ー
ツ

火
・
防
犯
の
周
知
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
号
で
紹
介
し
た
消
防
点
検
は
、

１
年
間
の
訓
練
の
総
決
算
と
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

市
消
防
団
消
防
点
検
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消
防
点
検
で
は
、
各
分
団
ご
と

で
、
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
、
勝

敗
を
決
し
ま
す
。
内
容
は
、
分
列

行
進
、
消
防
車
両　

台
に
よ
る
車

３６

両
分
列
行
進
の
ほ
か
、
通
常
点
検

や
７
つ
の
分
団
の
代
表
に
よ
る
小

型
ポ
ン
プ
操
法
な
ど
。

　

団
員
た
ち
は
地
元
の
代
表
と
し

て
優
勝
を
め
ざ
し
、
日
々
、
訓
練

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
の
全
国
女
性
消
防

隊
操
法
大
会
で
準
優
勝
し
た
女
性

消
防
隊
が
軽
可
搬
小
型
ポ
ン
プ
に

よ
る
水
出
し
操
法
を
披
露
し
、
網

田
保
育
園
の
園
児
た
ち
は
、
幼
年

消
防
隊
規
律
訓
練
を
キ
ビ
キ
ビ
と

し
た
動
き
で
披
露
し
ま
し
た
。

　

競
技
の
結
果
は
つ
ぎ
の
通
り
で

す
。（
敬
称
略
）

▽
総
合
優
勝　

　

第
３
分
団
（
轟
地
区
）

▽
通
常
点
検

優
勝　

第
４
分
団
第
３
部
（
緑
川
地
区
）

２
位　

第
５
分
団
第
２
部
（
網
津
地
区
）

２
位　

第
３
分
団
第
１
部
（
轟
地
区
）

▽
小
型
ポ
ン
プ
操
法

優
勝　

第
５
分
団
第
２
班
（
網
津
地
区
）

野
村
英
光
、
小
崎
剛
彦
、
本
田
和
豊
、

松
田
年
隆
、
野
村
貴
文

２
位　

第
４
分
団
第
１
班
（
緑
川
地
区
）

　
　
　

数
々
の
表
彰
を
受
賞

　

昭
和　

年
に
発
足
し
、
伝
統
を

３３

引
き
継
い
で
い
る
市
消
防
団
。
今

年
度
は
、
数
々
の
権
威
あ
る
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

消
防
長
官
表
彰
「
消
防
団
地
域
活

動
表
彰
」
を
市
消
防
団
が
受
賞

　

地
域
社
会
の
ニ
ー
ズ
や
地
域
特

性
に
対
応
し
、
創
意
工
夫
を
も
っ

て
自
主
的
か
つ
主
体
的
な
取
り
組

み
を
行
う
こ
と
で
、
地
域
防
災
力

の
向
上
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、

地
域
住
民
の
安
全
の
保
持
・
向
上

に
顕
著
な
功
績
が
あ
り
、
全
国
の

模
範
と
な
る
消
防
団
が
表
彰
さ
れ

る
も
の
で
今
回
、
全
国　

の
団
体

２３

の
中
の
ひ
と
つ
と
し
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

消
防
長
官
表
彰
「
功
労
章
」
を
志

垣
数
一
団
長
が
受
賞

　

防
災
思
想
の
普
及
、
消
防
施
設

の
整
備
、
そ
の
他
災
害
の
防
御
に

関
す
る
対
策
の
実
施
に
つ
い
て
そ

の
成
績
が
特
に
優
秀
な
者
に
贈
ら

れ
る
も
の
で
、
県
内
か
ら
志
垣
団

長
ほ
か
３
人
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
「
優
良
婦

人
消
防
隊
」
表
彰
を
市
女
性
消
防

隊
、「
優
良
婦
人
消
防
隊
員
」
表
彰

を
佐
藤
由
美
子
隊
長
が
受
賞

　

先
般
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
第　
５８

回
日
本
消
防
協
会
長
定
例
表
彰
に

お
い
て
、
熊
本
県
か
ら
１
隊
、
宇

土
市
女
性
消
防
隊
が
「
優
良
婦
人

消
防
隊
」
を
受
賞
。
ま
た
、
女
性

消
防
隊
を
率
い
る
佐
藤
由
美
子
隊

長
が
「
優
良
婦
人
消
防
隊
員
」
と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

女
性
消
防
隊
員
募
集
中

　

女
性
消
防
隊
員
は
、
住
民
へ
の

防
火
・
防
災
指
導
や
啓
発
活
動
を

行
い
、
火
災
や
災
害
を
未
然
に
防

ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
た
団
体
で
す
。

　

宇
土
市
住
民
の
生
命
財
産
を
守

る
郷
土
愛
護
精
神
の
あ
る
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
次
の
条
件
を
満

た
す
方
は
入
団
で
き
ま
す
。

（
１
）
当
該
消
防
団
の
区
域
内
に

居
住
し
、
ま
た
は
勤
務
す
る
者

（
２
）
年
齢　

歳
以
上
の
者

１８

（
３
）
志
操
堅
固
で
、
か
つ
、
身

体
強
健
な
者

問
い
合
せ
先　

市
自
治
振
興
課
防

災
交
通
係�
�
１
１
１
１
（
内
線

２
２
２
２
）

地
元
の
代
表
と
し
て

　
　

渡
並
直
久
、
吉
田
雅
樹
、
岩
永
久
一
、

白
石
勇
人
、
江
河
一
郎
）

３
位　

第
３
分
団
第
１
班
（
轟
地
区
）

　
　

末
富
豊
、
斉
藤
隆
行
、
竹
下
博
徳
、

福
永
裕
介
、
浅
川
雄
一
郎

女性消防隊の通常点検 幼年消防隊規律訓練（網田保育園）総合優勝の第３分団（轟地区）

地域防災の担い手　市消防団本部員の皆さん きびきびとした動き　通常点検
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平
成　

・　

年
度
に
わ
た
り
、　

人
の
市
民
の
皆
さ
ん
を
市
政
モ
ニ
タ
ー
に
委
嘱
し
、
課
題
通
信
や
自
由
通
信
な
ど
を

１６

１７

１４

通
し
て
、
市
政
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
今
号
か
ら
数
回
に
分
け
て
掲
載
し
ま
す
。

◎
…
モ
ニ
タ
ー
意
見
等

▽
…
回
答

〔

〕

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
	


��

◎
先
進
国
に
は
、
投
票
し
な
い
と

罰
金
、
あ
る
い
は
パ
ス
ポ
ー
ト
を

発
行
し
な
い
な
ど
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を

も
う
け
て
い
る
。
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を

設
け
て
、
更
に
税
収
を
上
げ
る
方

法
は
ど
う
か
。

▽
投
票
を
し
な
い
と
罰
金
等
ペ
ナ

ル
テ
ィ
を
設
け
る
こ
と
は
、
法
的

に
出
来
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

◎
行
政
サ
ー
ビ
ス
、
財
務
等
の
情

報
公
開
に
よ
り
、
市
民
参
加
意
識

を
た
か
め
る
こ
と
が
必
要
。

▽
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
市
民
に

信
頼
さ
れ
る
市
政
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
投
票
に
行
く
に
は
、
交
通
便
が

悪
く
、
不
在
者
投
票
に
行
く
に
は

遠
過
ぎ
る
。
棄
権
は
し
た
く
な
い

の
で
、
各
地
域
に
出
前
投
票
は
出

来
な
い
か
。
ま
た
、
バ
ス
の
無
料

運
行
な
ど
は
で
き
な
い
か
。

▽
投
票
に
つ
き
ま
し
て
は
、
告
示

日
の
翌
日
か
ら
選
挙
日
前
日
ま
で

市
内
３
箇
所
で
、
期
日
前
投
票
制

度
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
投
票

所
は
、
全
市
を　

投
票
区
に
分
け

２１

て
投
票
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
意
見
の
出
前
投
票
等
は
制
度
上

で
き
な
い
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

も
現
在
の
と
こ
ろ
予
定
は
あ
り
ま

せ
ん
。

◎
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
は
自
分
た

ち
で
守
る
と
い
う
基
本
姿
勢
を
身

に
付
け
さ
せ
る
た
め
、
選
挙
に

よ
っ
て
代
表
を
選
ぶ
こ
と
の
重
要

性
を
日
頃
か
ら
啓
発
す
る
方
法
を

考
え
た
ら
ど
う
か
。

◎
全
体
的
に
何
事
に
も
無
関
心
に

な
っ
て
い
る
気
が
す
る
。
議
員
も

常
日
頃
か
ら
市
民
と
接
し
て
、

も
っ
と
政
治
が
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
。
地
域
公
民
館
等

を
利
用
し
て
若
者
を
中
心
に
、
地

域
に
政
治
に
関
心
を
持
て
る
よ
う

な
講
座
を
開
い
て
、
意
識
を
持
つ

こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
場
と
し
た

ら
ど
う
か
。

◎
特
に
若
い
人
の
無
党
派
・
無
関

心
の
一
つ
は
「
政
治
不
信
」
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
政
治
へ
の
関
心

を
と
り
も
ど
す
た
め
、
行
政
に
携

わ
る
各
議
員
が
も
っ
と
真
剣
に
正

し
く
活
動
す
る
姿
勢
を
示
す
。
選

挙
で
選
ば
れ
た
人
に
年
２
回
程
度

以
上
報
告
会
を
義
務
付
け
た
ら
ど

う
か
。

▽
広
報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の

周
知
と
併
せ
て
、
あ
ら
ゆ
る
会
合

の
機
会
を
利
用
し
て
、
選
挙
の
啓

発
活
動
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

議
員
活
動
に
つ
い
て
は
政
治
家

の
モ
ラ
ル
に
期
待
す
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
よ
う
な
政
治
家
を
選
ぶ

の
が
私
た
ち
有
権
者
の
義
務
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

導
す
る
。
選
挙
の
重
要
性
を
様
々

な
形
で
市
民
に
訴
え
投
票
に
結
び

つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

▽
現
在
の
状
況
は
、
①
投
票
率
調

査
は
行
っ
て
い
ま
す
。
②
意
識
調

査
に
つ
い
て
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

③
調
査
結
果
の
公
表
に
つ
い
て
は
、

広
報
う
と
や
市
Ｈ
Ｐ
で
掲
載
し
て

い
ま
す
。
④
（
家
庭
）
広
報
紙
や

チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
啓
発
に
努
め

て
い
ま
す
。（
地
区
）
嘱
託
員
を
通

じ
て
選
挙
広
報
紙
や
チ
ラ
シ
の
配

布
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。（
職

域
）
投
票
参
加
の
呼
び
か
け
は
、

文
書
に
よ
る
方
法
で
行
っ
て
い
ま

す
。（
若
年
層
）
個
別
に
は
で
き
な

い
の
が
現
状
で
す
。（
学
校
）
小
･

中
学
生
に
は
、
選
挙
啓
発
作
品

〔
習
字
や
ポ
ス
タ
ー
等
〕
の
募
集

課
題
通
信

《
投
票
率
の
向
上
に
つ
い
て
》

（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
）

◎
投
票
率
向
上
の
対
策
と
し
て

①
投
票
率
調
査　

地
区
別
・
年
代

別
・
性
別
に
よ
る
投
票
率
調
査
を

行
っ
た
ら
ど
う
か
。

②
意
識
調
査　

選
挙
に
対
す
る
関

心
度
合
を
調
査
し
た
ら
ど
う
か
。

③
調
査
結
果
の
公
表　

広
報
を
全

世
帯
に
配
布
し
宇
土
市
の
現
状
を

知
っ
て
も
ら
っ
た
ら
ど
う
か
。

④
き
め
細
や
か
な
対
策　
（
家
庭
）

家
庭
内
で
選
挙
を
話
題
に
し
て
親

世
代
か
ら
若
者
世
代
に
投
票
を
呼

び
か
け
て
も
ら
う
。（
地
区
）
地
区

ご
と
の
投
票
率
目
標
を
設
定
し
区

長
に
よ
る
戸
別
呼
び
か
け
を
す
る
。

（
職
域
）
選
管
に
よ
る
職
域
・
経
営

者
訪
問
を
行
い
従
業
員
に
対
す
る

投
票
呼
び
か
け
を
す
る
。（
若
年

層
）
個
別
に
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

を
発
送
し
て
投
票
を
呼
び
か
け
る
。

（
学
校
）
選
挙
の
重
要
性
を
子
ど

も
の
頃
か
ら
認
識
さ
せ
る
た
め
学

校
で
の
教
育
を
徹
底
す
る
。
特
に

選
挙
の
時
期
に
タ
イ
ム
リ
ー
に
指



平成１８・３（7）

を
通
じ
て
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
、

シ
ー
ク
レ
ッ
ト
シ
ー
ト
使
用
の
は

が
き
、
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投

票
の
受
付
時
間
の
変
更
が
（
朝
７

時
か
ら
）
で
き
な
い
か
。

▽
投
票
所
に
お
い
て
パ
ソ
コ
ン
を

利
用
し
て
の
電
子
投
票
は
一
部
の

地
方
選
挙
で
採
用
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
数
カ
所
と
い
う
状
況
に

あ
り
ま
す
。
自
宅
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
投
票
に
つ
い

て
は
法
的
に
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
シ
ー
ト

使
用
の
は
が
き
を
利
用
し
て
の
投

票
に
つ
き
ま
し
て
も
、
ま
だ
法
的

に
整
備
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
期
日
前
投
票
・
不
在
者

投
票
の
受
付
時
間
の
変
更
に
つ
き

ま
し
て
は
、
投
票
時
間
は
午
前
８

時　

分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
と
法

３０
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

対
応
で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

選
挙
投
票
当
日
は
、
午
前
７
時

か
ら
投
票
で
き
ま
す
の
で
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
選
挙
に
対
す
る
認
識
が
薄
い
の

で
動
機
づ
け
を
行
う

①
地
域
か
ら
行
政
区
へ
と
変
換
す

る
こ
と
で
、
距
離
間
の
問
題
の
緩

和
（
独
居
や
老
人
の
方
々
）

②
校
区
毎
の
投
票
率
成
績
上
位
を

広
報
紙
に
載
せ
る
。
表
彰
す
る
等

行
う
こ
と
で
団
結
力
を
引
き
出
し
、

競
い
合
う
意
識
へ
と
つ
な
げ
る
。

③
（
若
年
）
小
学
校
高
学
年
よ
り

選
挙
に
関
す
る
学
習
指
導
を
行
い
、

ま
た
成
人
式
時
も
動
機
づ
け
の
よ

い
機
会
と
考
え
る
。

▽
①
現
在　

の
投
票
所
を
設
置
し

２１

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
１
５
７
の
行

政
区
毎
に
と
な
り
ま
す
と
経
費
面

等
を
考
え
て
も
困
難
で
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
②
投
票
所
ご
と
の
投

票
率
は
広
報
う
と
に
掲
載
し
て
い

ま
す
が
、
表
彰
を
行
う
こ
と
は
選

挙
そ
の
も
の
の
趣
旨
か
ら
は
ず
れ
、

法
的
に
好
ま
し
い
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
③
小
・
中
学
生
や
一
般

市
民
を
対
象
に
広
報
う
と
や
市
Ｈ

Ｐ
で
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
習
字
等
の

作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
が
、
今

後
と
も
そ
の
啓
発
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
大
型
店
舗
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
等
の
商
業
施
設
前
に
投
票

所
を
開
設
し
た
ら
ど
う
か
。

▽
市
内
大
型
店
舗
で
は
、
告
示
日

以
降
選
挙
当
日
ま
で
店
内
放
送
で

投
票
の
呼
び
か
け
を
依
頼
し
て
い

ま
す
。
店
舗
前
に
新
た
な
投
票
所

を
公
共
施
設
以
外
へ
設
置
す
る
こ

と
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
で
き
ま
せ

ん
。

◎
義
務
教
育
か
ら
高
等
教
育
お
よ

び
家
庭
で
、
投
票
は
権
利
で
あ
る

と
共
に
義
務
で
あ
る
こ
と
を
教
え

て
い
っ
た
ら
ど
う
か
。

▽
小
・
中
学
生
や
一
般
市
民
に
広

報
う
と
や
市
Ｈ
Ｐ
で
啓
発
ポ
ス

タ
ー
・
習
字
等
の
作
品
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
中
学
校
な
ど
か
ら
選

挙
器
材
の
貸
し
出
し
の
要
望
が
あ

れ
ば
、
投
票
箱
な
ど
貸
し
出
し
を

し
て
い
ま
す
。

◎
期
日
前
投
票
が
、
投
票
率
の
増

加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
の
で
、
簡
易
に
で
き
る
体
制

作
り
と
時
間
帯
の
延
長
を
考
え
て

ほ
し
い
。
期
日
前
投
票
者
数
が
増

え
れ
ば
当
日
投
票
者
数
が
減
る
可

能
性
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
合
わ

せ
て
投
票
所
の
職
員
数
を
減
ら
せ

る
の
で
は
な
い
の
か
。

▽
期
日
前
投
票
者
数
は
わ
ず
か
に

増
え
て
は
い
ま
す
。
投
票
所
の
職

員
を
減
ら
す
（
経
費
節
減
）
こ
と

に
つ
い
て
は
、
貴
重
な
ご
意
見
と

し
て
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

◎
市
民
全
体
に
お
い
て
選
挙
に
対

す
る
関
心
が
薄
く
、
ま
た
女
性
が

政
治
に
参
加
し
て
い
る
と
い
う
意

識
が
低
い
。
多
く
の
女
性
に
市
政

に
関
わ
っ
て
も
ら
い
活
躍
し
て
も

ら
え
ば
女
性
の
政
治
へ
の
関
心
を

引
き
出
す
き
っ
か
け
と
な
る
か
も

し
れ
な
い
。　

代
は
政
治
に
対
す

２０

る
関
心
が
１
番
低
い
の
で
、
政
治

に
関
わ
る
こ
と
を
手
伝
わ
せ
て
、

政
治
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け

を
与
え
て
み
た
ら
ど
う
か
。

▽
若
い
人
に
政
治
に
対
す
る
関
心

を
持
っ
て
頂
く
た
め
に
、
投
票
立

会
人
の
募
集
を
広
報
う
と
や
市
Ｈ

Ｐ
を
通
し
て
こ
れ

か
ら
も
行
う
予
定

で
す
。

◎
広
報
車
等
で
の

呼
び
か
け
は
、
選

挙
を
忘
れ
て
い
る

人
に
は
効
果
的
だ

と
思
う
。
知
っ
て

い
て
行
か
な
い
人

に
は
本
人
の
選
挙

に
対
す
る
意
識
付

け
が
必
要
で
は
な

い
か
。

▽
期
日
前
の
土
・
日
曜
日
は
広
報

車
に
よ
る
啓
発
や
市
内
大
型
店
舗

前
に
お
い
て
、
チ
ラ
シ
等
の
配
布

や
店
内
放
送
を
行
っ
て
選
挙
の
呼

び
か
け
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

広
報
う
と
・
市
Ｈ
Ｐ
・
防
災
無
線

等
で
も
啓
発
し
て
い
ま
す
の
で
、

少
し
で
も
選
挙
に
対
す
る
関
心
の

向
上
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◎
高
齢
化
が
す
す
み
病
院
に
入
院

さ
れ
て
い
る
方
、
福
祉
施
設
に
入

居
さ
れ
て
い
る
方
等
の
た
め
に
、

地
区
以
外
の
そ
こ
で
投
票
が
で
き

な
い
か
。

▽
全
国
指
定
病
院
・
指
定
老
人

ホ
ー
ム
等
で
は
、
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。
告
示
日
の
翌
日
か
ら

選
挙
日
前
日
ま
で
、
市
内
３
カ
所

で
期
日
前
投
票
制
度
が
導
入
さ
れ

て
い
ま
す
。

活発な意見の交換市政モニター会議

　宇土市長選挙は、今後４年間
市政を運営する責任者を選ぶも
ので、私たちにとっても身近で
大切な選挙です。
　４月２日には、
有権者全員が一
人の棄権もない
ように投票しま
しょう。

������

４月２日は



平成１８・３ （8）

年金に関する問い合せ先　熊本東社会保険事務所　�０９６（３６７）２５００　市民課年金係　��１１１１（内線２１６５・２１６６）

国民年金からのお知ら国民年金からのお知らせせ

国民年金保険料が変わります

特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度ややややややややややややややややややややややややややややややややや免免免免免免免免免免免免免免免免免免免免免免免免免免免免免免免免免除除除除除除除除除除除除除除除除除除除除除除除除除除除除除除除除除制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度がががががががががががががががががががががががががががががががががああああああああああああああああああああああああああああああああありりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりままままままままままままままままままままままままままままままままま特例制度や免除制度がありますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

国民年金保険料が、現在の月額１３，５８０円から 月額１３，８６０円
（平成１８年４月～平成１９年３月）に変更になります。

年金相談日について
３月の年金相談日は、３月２９日（水）です。
（通常は第３火曜日ですが、３月は異なりますのでご注意ください）

�������	
���

　事情があって保険料を納められないこともあるかもしれません。そんなとき、未納のまま放っておくと、
老後の年金だけでなく、万一のときの年金も受けられない場合があります。
　特例制度や免除制度などを利用していれば、若いみなさんに最も関係のある障害基礎年金も保証されます。
　納付に困ったら、まずは市役所市民課年金係、または社会保険事務所にご相談ください。

学 生 の 保 険 料 納 付 特 例 制 度
　前年の年収が一定以下※の学生の方は、申請して認められると保険料を後から納めることができる制度で
す。（※扶養親族等がいない学生の方の場合、一般的な社会保険料控除額を加えた所得の目安は１４１万円です）

　２０歳代の第１号被保険者本人と配偶者の所得が一定以下※の場合は、申請により認められると保険料を後
から納めることができる制度です。（※対象となる所得の目安は、単身の場合５７万円（収入ベースで１２２万
円）です。

　２０歳代の第１号被保険者本人と配偶者の所得が一定以下※の場合は、申請により認められると保険料を後
から納めることができる制度です。（※対象となる所得の目安は、単身の場合５７万円（収入ベースで１２２万
円）です。

２０歳代の方の保険料納付猶予制度免除は認められなかったけれど…

免 除 制 度 が あ り ま す事情により保険料が納められない方は…

学 生 の み な さ ん は 注 目 ！

全額免除 決められた要件に該当すると、申請により保険料の全額が免除になる制度です。

半額免除 決められた要件に該当すると、申請により保険料の半額が免除され、半額を納付する制度です。
半額納付の際、１年分や半年分をまとめて前納すると、保険料が割引になります。

◆特例や猶予、免除により保
険料を納めなかった期間が
ある場合、将来受給する年
金は減額になります。

◆特例や猶予、免除期間分の
保険料は、１０年以内であれ
ば後から納めることができ
ます。後から納めれば、将
来受給する年金を満額に近
づけることができます。た
だし、特例や免除を承認さ
れた年度から２年を経過し
た分の保険料については、
当時の保険料に加算金が付
きます。

　納付特例期間や納付猶予

期間、納付免除期間がある

と、年金は減額になります。

あとで納めることができます 　国民年金を受けるには、保

険料をきちんと納めているこ

とが必要です。

　制度の支え手として責任を

果していただくとともに、あ

なた自身の年金のためにも、

保険料を忘れずに納めましょ

う。

　そして万一、納付が困難な

ときは、未納のままにせずご

相談ください。
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　『心ゆたかな環境創造の宇土市』をめざし、市では市環境基本
条例制定やＩＳＯ１４００１の取得など環境重視の政策を行っていま
す。市民の皆さんと一緒に環境問題について共通の理解を深める
ために、今号は騒音についてお届けします。

　

私
た
ち
の
周
辺
に
は
、
小
さ
い

音
や
大
き
な
音
、
心
地
よ
い
音
や

そ
う
で
は
な
い
音
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
音
が
あ
り
ま
す
。

　

騒
音
と
は
、「
望
ま
し
く
な
い

音
」
で
あ
り
、
感
覚
に
お
け
る
公

害
と
呼
ば
れ
、
大
気
汚
染
、
水
質

汚
濁
、
土
壌
汚
染
な
ど
と
並
ぶ
公

害
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

問い合せ先　市環境課環境政策係　��１１１１（内線２８２１）

音
の
三
要
素

　

音
は
、
音
の
大
き
さ
（
音
の
強

さ
又
は
音
圧
）、
音
の
高
さ（
周
波

数
）、
音
色（
波
形
）
の
三
要
素
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、
そ
の
違
い

が
認
識
さ
れ
ま
す
。

①
音
の
大
き
さ

　

音
の
大
き
さ
は
、
音
の
強
さ

《
ワ
ッ
ト（
W
）
／
㎡
》
ま
た
は
音

圧
《
パ
ス
カ
ル
（　

）》
と
し
て
表

Pa

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
た
ち
は
、

音
の
大
き
さ
が
２
倍
、
４
倍
と
倍

増
し
た
場
合
、
そ
れ
が
等
間
隔
で

大
き
く
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
騒
音
の
よ
う
に

聴
覚
に
関
連
し
て
音
の
大
き
さ
を

表
す
と
き
は
、
一
定
の
基
準
値

（
最
小
可
聴
値
）
に
対
し
て
そ
の

音
が
何
倍
か
を
求
め
、
そ
の
対
数

音
の
伝
わ
り

を
取
っ
て
表
し
ま
す
。
つ
ま
り
、

音
の
大
き
さ
の
値
で
は
な
く
、
大

き
さ
の
レ
ベ
ル
を
示
す
値
で
、
通

常
、
ベ
ル
（
Ｂ
）
で
表
し
ま
す
が
、

騒
音
の
場
合
は
さ
ら
に
小
さ
い
単

位
《
デ
シ
ベ
ル
（　

）》
を
使
用
す

dB

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
音
の
高
さ

　

音
の
高
さ
は
、
周
波
数
《
ヘ
ル

ツ（�
）》
で
表
さ
れ
ま
す
。
周
波

数
と
は
、
１
秒
間
に
音
波
が
振
動

す
る
回
数
で
す
。
通
常
、
私
た
ち

が
聴
く
こ
と
が
で
き
る
周
波
数
域

（
可
聴
域
）
は
、　

�
か
ら　
　

２０

２０
kHz

で
、
周
波
数
の
大
き
い
音
を
高
い

音
、
小
さ
い
音
を
低
い
音
と
し
て

感
じ
て
お
り
、
音
が
小
さ
く
、
ま

た
周
波
数
が
小
さ
い
ほ
ど
聞
こ
え

難
く
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

音
の
大
き
さ
を
表
す
場
合
、
周
波

数
ご
と
の
人
の
聴
覚
を
考
慮
す
る

必
要
が
あ
り
、
１　

の
音
の
大
き

kHz

さ
を
基
準
に
し
て
、
周
波
数
ご
と

に
補
正
（
Ａ
特
性
補
正
）
し
た
値

を
騒
音
レ
ベ
ル
と
し
て
使
用
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

③
音
色

　

音
は
い
ろ
い
ろ
な
大
き
さ
が
交

じ
り
合
い
、
複
雑
な
波
形
を
し
て

い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
そ
の
波
形

の
違
い
に
よ
り
音
の
違
い
を
認
識

し
て
い
ま
す
。
一
般
的
に
波
長
が

短
い
程
高
い
音
に
聞
こ
え
、
波
長

が
長
い
程
低
い
音
に
聞
こ
え
ま
す
。

　

波
形
は
、
騒
音
レ
ベ
ル
に
直
接

作
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

組
み
合
わ
せ
次
第
で
は
心
地
よ
い

音
色
が
キ
ー
ン
と
い
う
音
や
ブ
ー

ン
と
い
う
音
の
よ
う
な
騒
音
に
変

わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

音
の
大
き
さ
は
、
遠
く
へ
伝
わ

る
間
に
だ
ん
だ
ん
小
さ
く
な
っ
て

い
き
ま
す
。
こ
れ
を
距
離
減
衰
と

い
い
ま
す
。
ま
た
、
障
害
物
（
塀

や
建
物
）、
空
気
、
地
面（
草
地
や

畑
な
ど
に
よ
る
吸
音
）、
気
象（
地

上
の
温
度
や
風
向
き
）
な
ど
の
条

件
に
よ
り
音
の
大
き
さ
は
影
響
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

騒
音
に
つ
い
て
（
パ
ー
ト
１
）

　

騒
音
レ
ベ
ル
は
、
騒
音
計
測
器

を
使
用
し
、
前
述
の
と
お
り
周
波

数
に
よ
る
Ａ
特
性
補
正
し
た
値
を

デ
シ
ベ
ル
（　

）
と
し
て
表
示
し

dB

ま
す
。

　

騒
音
レ
ベ
ル
の
お
お
よ
そ
の
目

安
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

騒
音
レ
ベ
ル

　

騒
音
が
私
た
ち
に
及
ぼ
す
影
響

と
し
て
は
、
聴
力
障
害
、
会
話
妨

害
、
睡
眠
妨
害
、
生
理
的
機
能
障

害
、
精
神
的
疾
患
、
活
動
妨
害
及

び
社
会
的
影
響
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

※
騒
音
規
制
は
次
号
掲
載
予
定
で

す
。

事　　例
騒音

（ｄＢ）

飛行機のエンジンの近く１２０

自動車のクラクション（２ｍ）１１０

電車が通るときのガード下（５ｍ）１００

犬の鳴き声（５ｍ）・カラオケ（店内中央）９０

地下鉄や電車の車内・ピアノ（１ｍ）８０

騒々しい街頭・セミの鳴き声（２ｍ）７０

普通の会話・洗濯機（１ｍ）・テレビ（１ｍ）６０

静かな事務所・換気扇（１ｍ）５０

昼間の静かな住宅地・深夜の市街地４０

深夜の郊外３０

私たちの周辺の騒音の大きさ

騒
音
の
影
響
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　宇土公民館は、市中央の大変にぎやかな場所で、
人の往来も多い市民会館の前の中央公民館の中に
設置してあり、他の地区公民館と違い、独自の建
物を持たない公民館です。
　事業をするときは中央公民館で行いますので、
他の公民館とは、運営や取り組みが違います。
　宇土校区には、鶴城中学校、宇土小学校、宇土
東小学校と３つの学校があり、小学校の児童が多
い地区ですが、地域教育力活性化事業（子ども週
末支援事業）うと青空教室では、市内の公民館に
比べて参加者が少なく、人集めに苦労する地区で
もあります。理由は、宇土校区には児童センター、
図書館等、子どもたちが集まってくる施設があり、
恵まれた環境の中に位置しているからだと考えら
れます。
　講座については、宇土公民館としては、中央高
齢者大学、宇土地区婦人学級など年間を通して
各々６～８回、人権学習や環境問題、消費生活、
健康づくり等を実施しました。
　１７年度初めて行われた成人講座では、公民館
運営委員の皆さまのご助言をもとに講座を開催す
ることができました。来年度も地域にあった講座
を開き、多くの皆さまが受講されることを期待し
ています。
　地域教育力活性化事業・うと青空教室の第１回
は、轟公民館と一緒にジャガイモ植えを行いまし
た。伝承遊びやマジック、本の読み聞かせ、クリ
スマスリース作り等、地域の行事を取り入れ、婦
人会や子ども会などの他団体との連携をとりなが

　時代の進展の中、これまで地区公民館は、地域住民の身近な交流、学びの場として生涯学習の推進に大きな役割を
果たしてきました。また、学校週５日制の導入に伴い、地域の教育力活性化に向けた、地域指導者と子どもたちの体
験活動を通して子どもの居場所を確保する「子ども週末活動等支援事業」を実施しています。住民にとっての地区公
民館の役割がますます期待され、さらに、家庭教育に関する学習機会の提供や家庭教育支援の拠点として公民館の果
たす機能の充実が求められており、今日、地方分権の進展の中で、市民の主体的な活動の促進に十分に対応できる
「地域づくりの拠点」としての公民館をどのように創造していくかが問われています。
　今年度から、市においても、公民館の役割を再認識し、地域の特性を活かした公民館の活性化のために、地区公民
館運営委員会を設置して、「地区公民館活性化事業」に取り組んでいます。
　そこで市民の皆様により身近な公民館になるように、７地区の公民館をシリーズで紹介しています。

���������

館　長　　鏡　純子
平成１５年４月就任

住んでよかったこの地域に
～出会い・ふれあい・地域つくり～

うと青空教室
クリスマスリースづくり

宇 土 公 民 館

ふれあい 学び つなぐ

ら行いました。
　また、地区青少協の事務局として運営にも携
わっており、新しい取り組みとして子どもたちの
安全対策の一環で、１月から下校時のパトロール
を広報車で行っています。
　これからも宇土公民館活動を宇土地区の皆さま
に広く知っていただき、ふれあい・学び・つなぐ
の場として提供していきたいと考えています。

中央高齢者大学講座
八代浄水場見学

� � � �� � � �
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シ�
4リ�ー�ズ�わたしたちと人権�わたしたちと人権�わたしたちと人権�わたしたちと人権�

同和問題�

　ホライズンの歌詞を読まれてどう思われま
すか。人の痛みはなかなか感じないものです。
ＩＴだなんだといっても私たち人間社会の
根っこの部分は何も変わっていないものもあ
るようです。だから、時にはこういうコン
サートや講演会などに出掛けて、人の痛みや
思いにふれ、自分を振り返る機会が必要なの
ではないでしょうか。
　この広報でも人権シリーズを掲載しました
が、毎回読んでいただきありがとうございま
した。４月からも小中学生の標語と一緒に掲
載しますのでご覧ください。
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������ 担当　市教育委員会生涯学習課　��６５１０

『ありがとう　心をつなぐ　合い言葉』
平成１６年度宇土市人権標語入賞作品
花園小学校　３年（当時）　濱口萌奈美

人の痛みや思いにふれ、
自分を振り返る機会が必要

「愛するあなたたちへ」

人権バンド「ホライズン」出会い・触れ合い・感じ愛
　ホライズンとは水平線という意味です。水平な世の中をめざして、２０００年１０月、熊本県
南に結成したバンドです。聞いてくださる方たちの元気のもとになればいいなあ、うれしい
なあと思っています。
　「生きること」そして「出会うこと」をテーマにしています。人はだれしも幸せに生きたい
と願っています。すべての人たちが幸せに暮らせる社会とは、「人権が保障された社会」で
あると私たちは考えています。しかし、この社会には、差別によって、著しく人権が侵害さ
れ、人間関係が断ち切られているという現実があります。差別とはいじめることです。仲間
はずれにすることです。それは時として、人の命を奪います。紹介する曲はすべて、そんな
差別の中でも、強く、優しく、したたかに生きてきた人たちとの出会いの中でうまれたもの
で、それぞれの方の思いがこめられています。そんな思いを受けとめていただければありが
たいです。まだまだ未熟なバンドですが、温かく見守ってやってください。

人権バンド「ホライズン」

　２月４日（土）、宇土市民会館大ホールで「生涯学習フェスタ２００６ｉｎ宇土」が開催されました。その中
で、今年は人権部門として人権作品の表彰と人権バンド「ホライズン」の皆さんに演奏をお願いしました。

�������

����
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着物着付
　浴衣からおしゃれ着まで自分
にあった着付を学ぶ
ことができます。

期日：毎週月曜日
時間：１８：３０～２０：３０
回数：２１回
定員：１５人
場所：勤労青少年ホーム
講師：永田千鶴子　
　　　熊本着付学院講師
受講料：６，０００円（６カ月分）
教材費：無料

　アットホームな中で、
初心者向けにラケット
の握りからゲームが出
来るまでを指導します。

期日：毎週火曜日
時間：１９：３０～２１：３０
回数：２１回
定員：２０人
場所：市運動公園テニスコート
指導者：緒良中忠義　
受講料：６，０００円（６カ月分）
教材費：２，０００円（ボール代）

硬式テニス（サークル活動）

　言葉はコミュニケーションの
ツールです。ものおじしないでネ
イティブスピーカーと一緒に英
会話にチャレンジしませんか

期日：毎週金曜日
時間：１９：３０～２０：３０
回数：２１回
定員：１５人
場所：勤労青少年ホーム
講師：ハーバート・アスペビック
受講料：６，０００円（６カ月分）
教材費：２，７００円（テキスト代）

茶道（裏千家）
　お点前を楽しみながら常識や
マナーが身に付く茶道。ご一緒
に学んでみませんか。

期日：毎週水曜日
時間：１８：３０～２０：３０
回数：２１回
定員：２０人
場所：勤労青少年ホーム
講師：外井千代子
　　　茶道裏千家教授
受講料：６，０００円（６カ月分）
教材費：４，０００円（６カ月分）

華道（小原流）
　伝統的ないけ花からモダンな
アレンジまで自由で多彩な表現
方法を学ぶことができます。

期日：毎週木曜日
時間：１８：３０～２０：３０
回数：２１回
定員：２０人
場所：勤労青少年ホーム
講師：田口久子　
　　　小原流一級家元教授
受講料：６，０００円（６カ月分）
教材費：７００円（１回に付）

国際語エスペラント
　エスペラントはザメンホフが
創案した人工国際語であり世界
共通語とも言われています。

期日：５/１０～
　　　毎週火曜日
時間：１８：３０～２０：３０
回数：１１回
定員：１０人
場所：勤労青少年ホーム
講師：野村忠綱
受講料：無料
教材費：３，０００円（テキスト代）

エアロビクス

バドミントン（サークル活動）
　みんな仲よく楽しい講座です。
初心者のあなたもお気軽に！

期日：毎週水曜日
時間：１９：３０～２１：３０
回数：２１回
定員：２０人
場所：市民体育館
指導者：河野光弘
受講料：６，０００円　
　　　（６カ月分）
教材費：２，０００円（シャトル代）

料　理
　簡単で、おいしい料
理やお菓子を自分で作
れるようになりません
か。お友達と作りましょう。

期日：毎週木曜日
時間：１８：３０～２１：００
回数：２１回
定員：２０人
場所：勤労青少年ホーム
講師：岩本美智子
受講料：６，０００円（６カ月分）
教材費：１０，５００円（２１回分）

　運動不足やストレス解消を目
的とし、初めての方でも気軽に
参加できるレッスンです。

期日：毎週金曜日
時間：１９：００～２０：００
回数：２１回
定員：２５人
場所：就業改善センター
講師：高良美幸　
　　　ＪＡＦＡ認定講師
受講料：６，０００円　（６カ月分）
教材費：無料

英会話（初級）

受講対象者　宇土市在住またはお勤めの２９歳までの方（ただし３月３１日までに募集定員に満たない講座に限
り、宇土市及び近郊に在住またはお勤めの３９歳までの方も受講できます）

申　込　方　法　３月１５日から、受講料、教材費、傷害保険料・友の会費（１，５００円）を添えて勤労青少年ホーム
にあります申込用紙で申し込んでください。（平日２１：００まで開館しています）

注　意　事　項　４月７日までに申込が定員の２割に達しない講座は開講できません。その場合受講料等について
は後日返金します。なお、定員に達した場合はその時点で、受付を締め切ります。

問い合せ先　市勤労青少年ホーム（市商工観光課内）　��１１１１（内線・２３２１）（夜間内線・２３２３）

講座の開講日以降は理由の如何を問わず受講料の返金は行いません。

講座予定表は勤労青少年ホームにありますのでご覧ください。

�������	
���������	
�������������
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住民異動届をお忘れなく

　転出の前日までに手続きを行い、転出証明書（無料）を受け取ってください。この転
出証明書を新住所地の市区町村の窓口へ提出して、転入の手続きを行ってください。

　新しい住所に住み始めてからの受け付けになります。転入後１４日以内に手続きを行っ
てください。このとき、前住所地の市区町村が交付した転出証明書をお持ちください。

住所変更届（転居届・転入届・転出届・世帯変更届など）、
戸籍届、印鑑登録、住民票の写し、戸籍の証明、印鑑登録
証明書、税の証明の請求、課税台帳等の閲覧など

　新しい住所に住み始めてからの受け付けになります。転居後１４日以内に手続きを行ってください。

顔写真付きの身分証明書　住民基本台帳カード、運転免許
証、パスポート、身体障害者手帳、外国人登録証明書など
の官公署が発行した顔写真付きの身分証明書
顔写真付きの身分証明書がない場合（この場合は、複数の
提示を求め、いくつか質問をさせていただきます）健康保
険証、年金手帳、銀行の預金通帳、社員証、学生証など

（窓口に来られた方を確認するためのものです）

　市では、虚偽の請求や届出を防止し、市民の皆様の大切
な個人情報を保護するため、証明書の交付や異動届の提出
の際に、手続きに来られた方がその人本人であることを確
認しています。窓口に来られる際には、免許証等の身分証
明書をご持参ください。

本人確認を実施しています

市外へ転出するとき

市外から転入したとき

市内で住所変更（転居）したとき

本人確認が必要な手続き

本人確認のためにご提示いただくもの

住民異動届等に関する問い合せ先

市民課市民係　��１１１１（内線２１６１・２１６２）
網田支所　��１１１１　網津支所　��３２１１

家庭ごみ・廃棄物の不法投棄は、法律で重い罰
則が規定されています。市民のみなさんの適正
処理へのご協力をお願いします。

問い合せ先

市環境課廃棄物対策係　��１１１１（内線２８２３）

引越しごみの処分は
引越しの際に出るごみで、長さ幅のいずれか
が１ｍを超える場合や、一時的に大量に処分
する場合は次のいずれかでお願いします。

宇土・富合清掃センターへ自己搬入する

（平日：午前８時３０分～午前１１時３０分、
午後１時～午後４時　��３５４１）
許可業者に依頼する

（ただし、収集運搬料がかかります。許可業
者については環境課へ問い合せください）

　４月１８日（火）に道の駅「宇土マリーナ」がいよいよ、オー
プン。昨年１２月から１月にかけて道の駅「宇土マリーナ」の名
称（愛称）を募集したところ、５１人、９５点の作品の応募があり
ました。厳選なる審査の結果、名付け親大賞１人、名付け親賞
１０人を選出しました。　受賞者は次のとおりです。（敬称略）

������������������������������������������������������������������������������������												
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４月１８日にオープンする物産館
『宇土マリーナおこしき館』のイメージ図

提案理由作者名称

有明海の風光明媚なイメージ
から海産物等の新鮮さをア
ピールする。
　「おこしき」という名前の由
来からも「お客様いらっしゃい
ませ」という意味もあります。

丘　清哉
（浦田町）

宇土マリーナ
おこしき館

名付け親大賞

名付け親賞
森重太（築龍町）、中田幸子（神馬町）、中田幸夫（神馬町）、荒木仁
子（石小路町）、津嶋了（船場町）、平木スミ子（下網田町）、荒木誠
一（椿原町）、村田順子（下網田町）、浦部富貴子（住吉町）、河野俊
子（下網田町）
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　２月１９日、宇土マリーナで第４１回宇土市紳士駅伝競走大会が開
催されました。
　同大会は、数え年４０歳以上、チーム合計年齢２２０歳以上を基本と
して毎年行われており、今年はオープン参加の１０チームを含む、３３
チームが出場。宇土マリーナ内を周回する、５区間、５．９kmのコー
スで健脚を競いました。レースは３区でトップに立った花園体育会
Ａチームが２年ぶりの優勝を果たしました。
　また、今年から同日、同コースで１８歳以上の女性を対象とした
第１回宇土市女子駅伝競走大会を開催し、オープン参加を含む９
チームが出場しました。開会式では岡崎房義市体育協会会長が優勝
旗を寄贈し、田口信夫市長が「楽しく走ってください」と選手たち
を激励。レースは熊日女子駅伝の宇土市代表選手を擁するレディー
スチームが１区からトップに立ち、見事初代チャンピオンの座を獲
得しました。
　レース後、網田地区体育会の皆さんが、豚汁約３００人分を振る舞
いました。功労者と大会の結果は次のとおりです。（敬称略）
２０回出場　上村清次（緑川体協Ｂ）　城本克己（轟体育協会Ａ）
１５回出場　山下康徳（宇花走ろう会）　牧本政時（網津Ａ）
１０回出場　大久保一美（緑川体協Ｂ）田河末喜（緑川体協Ｂ）
　　　　　　松村勝（花園体育会）　松下洋介（宇花走ろう会）
　　　　　　那須邦幸（宇花走ろう会）　前田保幸（宇土地区体育会）
　　　　　　河野勝幸（網津Ｂ）　齊藤義美（ＮＰＯ法人うとＳＣ）

マイペースで楽しく走ろう
�第４１回宇土市紳士駅伝競走大会・第１回宇土市女子駅伝競走大会

５区　１．１�４区　１．１�３区　１．１�２区　１．１�１区　１．５�チーム　　　
監督／タイム

総合
順位

岩本由香里（　１）２２’５３
　　　　　　（　６）　５’１７

西岡　　望（　１）１７’３６
　　　　　　（　１）　４’３８

野村　みや（　１）１２’５８
　　　　　　（　１）　３’３８

長溝　早紀（　１）　９’２０
　　　　　　（　１）　４’１９

徳永　美香（　１）　５’０１
　　　　　　（　１）　５’０１

レディース
　田代　一行　２２’５３１位

谷口　桂子（　２）２４’２７
　　　　　　（　１）　４’０５

岡田　郁子（　３）２０’２２
　　　　　　（　2）　４’４２

平江　由紀（　３）１５’４０
　　　　　　（　３）　４’４２

園田　由美（　３）１０’５８
　　　　　　（　７）　５’４３

福田百合子（　２）　５’１５
　　　　　　（　２）　５’１５

宇土地区体育会
　浦上千英子　２４’２７２位

河野　ゆみ（　３）２４’３７
　　　　　　（　４）　４’４６

古川次弥子（　２）１９’５１
　　　　　　（　６）　５’１４

中島　三恵（　２）１４’３７
　　　　　　（　２）　４’２２

岩下　香織（　２）１０’１５
　　　　　　（　１）　４’１９

本田あゆと（　５）　５’５６
　　　　　　（　５）　５’５６

緑川地区体育会
　大久保久子　２４’３７３位

若松真樹子（　４）２５’３０
　　　　　　（　３）　４’３０

川崎　照美（　５）２１’００
　　　　　　（　４）　５’０５

稲本　和江（　５）１５’５５
　　　　　　（　５）　４’５６

濱口　明美（　４）１０’５９
　　　　　　（　３）　４’３３

山口　和代（　６）　６’２６
　　　　　　（　６）　６’２６

花園地区体育会
　大門　聖子　２５’３０４位

田村　美喜（　５）２５’３７
　　　　　　（　４）　４’４６

前田　麻美（　４）２０’５１
　　　　　　（　５）　５’０６

杉野喜美子（　４）１５’４５
　　　　　　（　４）　４’４４

森阪　　愛（　５）１１’０１
　　　　　　（　５）　５’０９

野田　千恵（　４）　５’５２
　　　　　　（　４）　５’５２

キャリアウーマンズ
　谷口　裕子　２５’３７５位

川添　美加（　６）２７’５１
　　　　　　（　６）　５’１７

川添　裕子（　６）２２’３４
　　　　　　（　９）　５’３１

川添　麻美（　６）１７’０３
　　　　　　（　７）　５’４８

緒方　淳子　（　６）１１’１５
　　　　　　（　６）　５’３８

川添　加織（　３）　５’３７
　　　　　　（　３）　５’３７

アマゾネス　ＯＰ
　平岡　福蔵　２７’５１６位

大谷　和子（　７）２７’５３
　　　　　　（　２）　４’２１

綱田　千穂（　８）２３’３２
　　　　　　（　３）　４’５０

中牟田ひろ美（　８）１８’４２
　　　　　　（　６）　５’３５

浦上久美子　（　８）１３’０７
　　　　　　（　９）　６’０２

島内　咲実（　７）　７’０５
　　　　　　（　7）　７’０５

うとスポーツクラブ
　重元　　公　２７’５３７位

宇都宮克代（　８）２８’５８
　　　　　　（　９）　５’３９

木村留美子（　７）２３’１９
　　　　　　（　７）　５’１７

山下　美加（　７）１８’０２
　　　　　　（　９）　５’５８

芥川　貴子　（　７）１２’０４
　　　　　　（　４）　４’５７

佐野　仁子（　８）　７’０７
　　　　　　（　８）　７’０７

走潟地区体育会
　小山　信隆　２８’５８８位

堀内美代子（　9）28’18
　　　　　　（　８）　５’３５

園田　照美（　9）２４’４１
　　　　　　（　８）　５’２８

吉田　典子（　９）１９’１３
　　　　　　（　８）　５’２８

松田　峰子　（　９）１３’２２
　　　　　　（　８）　５’５２

松本　君江（　９）　７’３０
　　　　　　（　９）　７’３０

轟地区体育会
　田上　彰一　３０’１６９位

上段：選手名（敬称略）／（通過順位）通過記録　下段：（区間順位）区間記録

第１回宇土市女子駅伝競走大会結果一覧（オープン参加含む）

紳士駅伝のスタート（上）
女子駅伝のスタート（下）
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（ＯＰ：オープン）
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５区　１．１�４区　１．１�３区　１．１�２区　１．１�１区　１．５�チーム　　　
監督／タイム

総合
順位

伊豫　憲一（　１）１９’５０
　　　　　　（　２）　３’４２

野田　重喜（　1）１６’０８
　　　　　　（　３）　３’４９

早川　愼二（　１）１２’１９
　　　　　　（　１）　３’４７

尾崎　雄一（　３）  ８’３２
　　　　　　（　７）　３’５６

松村　　勝（　３）　４’３６
　　　　　　（　３）　４’３６

花園体育会Ａ
　那須　和伸　１９’５０１位

神　　浩徳（　２）２０’０５
　　　　　　（　３）　３’４４

城本　克己（　２）１６’２１
　　　　　　（　２）　３’４８

堀川　栄一（　２）１２’３３
　　　　　　（　３）　３’５１

堀川　　聡（　４）　８’４２
　　　　　　（　３）　３’４９

樫山富士男（　４）　４’５３
　　　　　　（　４）　４’５３

轟体育協会Ａ
　田上　彰一　２０’０５２位

上田　哲也（　３）２０’４８
　　　　　　（　１）　３’３４

東　　祐介（　４）１７’１４
　　　　　　（　６）　４’０５

佐伯　憲一（　３）１３’０９
　　　　　　（　８）　４’０８

橘　　大樹（　５）　９’０１
　　　　　　（　５）　３’５４

中嶋　誠也（　８）　５’０７
　　　　　　（　８）　５’０７

チーム　かなえ　ＯＰ
　藤本　香苗　２０’４８3 位

中山　雄司（　４）２１’０２
　　　　　　（　８）　３’５８

釜賀　浩幸（　３）１７’０４
　　　　　　（　１）　３’４２

吉武　   康（　８）１３’２２
　　　　　　（１１）　４’１３

松本　幹夫（　８）  ９’０９
　　　　　　（１１）　４’０６

田中　浩二（　７）　５’０３
　　　　　　（　７）　５’０３

緑川体協Ａ
　大久保　武　２１’０２４位

田上　彰一（　５）２１’２２
　　　　　　（　６）　３’５３

池田　弘美（　６）１７’２９
　　　　　　（　８）　４’０９

須崎　洋一（　６）１３’２０
　　　　　　（　４）　３’５５

佐伯　  勇 （１２）  ９’２５
　　　　　　（　８）　３’５９

長野　伸也（１３）　５’２６
　　　　　　（１３）　５’２６

轟体育協会Ｂ
　田上　彰一　２１’２２５位

西田　広俊（　６）２１’４０
　　　　　　（１３）　４’１５

伊津野　守（　５）１７’２５
　　　　　　（１０）　４’１５

大島　　誠（　４）１３’１０
　　　　　　（　７）　４’０７

坂田　昭彦　（　６）　９’０３
　　　　　　（　９）　４’０３

芳本　真一（　６）　５’００
　　　　　　（　６）　５’００

網田体協
　芳本　真一　２１’４０６位

山田　廣伸（　７）２１’５０
　　　　　　（　５）　３’５１

上塚　　浩（　９）１７’５９
　　　　　　（２１）　４’３５

志垣　　聡（　９）１３’２４
　　　　　　（　６）　４’０５

前田　保幸　（１１）　９’１９
　　　　　　（　５）　３’５４

園田　博文（１２）　５’２５
　　　　　　（１２）　５’２５

宇土地区体育会
　園田　博文　２１’５０７位

宇都宮勝之（　８）２１’５０
　　　　　　（　４）　３’４６

田代　洋一（１０）１８’０４
　　　　　　（１９）　４’３４

重元　泰士（１０）１３’３０
　　　　　　（１２）　４’２０

田代　重臣　（　９）　９’１０
　　　　　　（　４）　３’５２

西村　賢二（１０）　５’１８
　　　　　　（１０）　５’１８

はな走会Ａ
　小山　信隆　２１’５０８位

野田　鉄雄（　９）２２’０３
　　　　　　（２１）　４’３１

田中　末春（　７）１７’３２
　　　　　　（１２）　４’１９

斉藤　弘光（　５）１３’１３
　　　　　　（２３）　５’０８

岩本　和也　（　１）　８’０５
　　　　　　（　１）　３’３１

石島　真澄（　２）　４’３４
　　　　　　（　２）　４’３４

イチカバチカ
　太田黒鉄幸　２２’０３９位

上村　武範（１０）２２’３０
　　　　　　（２７）　４’４７

磯本　健吾（　８）１７’４３
　　　　　　（１４）　４’２２

境　　祐介（　７）１３’２１
　　　　　　（１０）　４’０９

金田　忠大　（１０）　９’１２
　　　　　　（　９）　４’０３

小森　　聡（　９）　５’０９
　　　　　　（　９）　５’０９

轟クラブ　　ＯＰ
　池田　和臣　２２’３０１０位

林　　睦男（１１）２３’１６
　　　　　　（　９）　４’０２

木村　寿男（１４）１９’１４
　　　　　　（１９）　４’３４

田中　貴司（１３）１４’４０
　　　　　　（　８）　４’０８

中川　健二　（１７）１０’３２
　　　　　　（２４）　４’５１

守山　峰雄（１５）　５’４１
　　　　　　（１５）　５’４１

古城町
　元田　正　２３’１６１１位

関　　大輔（１２）２３’２５
　　　　　　（１８）　４’２４

氏家　基樹（１２）１９’０１
　　　　　　（２７）　５’１５

平岡亜矢子（１２）１３’４６
　　　　　　（２９）　５’３９

清田　真史　（　２）　８’０７
　　　　　　（　２）　３’３８

高山　堅志（　１）　４’２９
　　　　　　（　１）　４’２９

くまもと心療病院ＯＰ
　林田　賢士　２３’２５１２位

中山　尊文（１３）２３’３４
　　　　　　（１６）　４’２１

木下　　繁（１３）１９’１３
　　　　　　（１６）　４’２６

上田　一義（１４）１４’４７
　　　　　　（　５）　３’５７

上村　清次　（２２）１０’５０
　　　　　　（１７）　４’３３

田河　末喜（２９）　６’１７
　　　　　　（２９）　６’１７

緑川体協Ｂ
　大久保　武　２３’３４１３位

松下　浩二（１４）２３’４３
　　　　　　（　９）　４’０２

上野　　進（１５）１９’４１
　　　　　　（１３）　４’２１

元田　久登（１８）１５’２０
　　　　　　（１６）　４’４３

谷山　次則　（２０）１０’３７
　　　　　　（１５）　４’２３

荒川　善昭（２７）　６’１４
　　　　　　（２７）　６’１４

轟体育協会Ｃ
　田上　彰一　２３’４３１４位

木下　幸春（１５）２３’５５
　　　　　　（１１）　４’０８

平岡　福蔵（１８）１９’４７
　　　　　　（　７）　４’０７

島田　末隅（２２）１５’４０
　　　　　　（２７）　５’２７

藤吉　幸治　（１４）１０’１３
　　　　　　（２３）　４’４９

河野　誠也（１１）　５’２４
　　　　　　（１１）　５’２４

網津Ａ
　平岡　福蔵　２３’５５１５位

木村　真一（１６）２４’０２
　　　　　　（１５）　４’１９

立花　充大（１６）１９’４３
　　　　　　（１５）　４’２４

上野　芳洋（１７）１５’１９
　　　　　　（１８）　４’４８

池田　忠暢　（１６）１０’３１
　　　　　　（１５）　４’２３

石山　博文（２４）　６’０８
　　　　　　（２４）　６’０８

市役所野球部Ａ　ＯＰ
　池田　忠暢　２４’０２１６位

小山　　實（１７）２４’１８
　　　　　　（２２）　４’３２

山本　政徳（１７）１９’４６
　　　　　　（２２）　４’３６

芥川　行雄（１６）１５’１０
　　　　　　（１５）　４’４２

小山　建夫　（１５）１０’２８
　　　　　　（１９）　４’３９

中川　貴裕（１７）　５’４９
　　　　　　（１７）　５’４９

はな走会Ｂ
　小山　信隆　２４’１８１７位

山口　裕一（１８）２４’２６
　　　　　　（　７）　３’５６

黒田　秀一（２２）２０’３０
　　　　　　（２６）　５’０６

坂田　　治（１９）１５’２４
　　　　　　（１９）　４’５１

今村　武史　（１８）１０’３３
　　　　　　（１８）　４’３６

岩下　信一（２１）　５’５７
　　　　　　（２１）　５’５７

市役所野球部Ｂ　ＯＰ
　山口　裕一　２４’２６１８位

本田　昌孝（１９）２４’３２
　　　　　　（１９）　４’２８

本田　秀之（２０）２０’０４
　　　　　　（　４）　３’５９

高木　良樹（２４）１６’０５
　　　　　　（２４）　５’１１

宮本　　学（２３）１０’５４
　　　　　　（２６）　４’５８

正木美智也（２０）　５’５６
　　　　　　（２０）　５’５６

４８年度卒緑川小学校OB　
宮本　学　　　２４’３２１９位

山口　康二（２０）２４’３３
　　　　　　（２４）　４’３８

中村　祐一（１９）１９’５５
　　　　　　（２４）　４’５７

中山　誠一（１５）１４’５８
　　　　　　（１９）　４’５１

濱口　　誠　（１３）１０’０７
　　　　　　（１４）　４’２０

奥村泰司郎（１６）　５’４７
　　　　　　（１６）　５’４７

花園体育会Ｂ
　那須　和伸　２４’３３２０位

上木　雅弘（２１）２４’４４
　　　　　　（１３）　４’１５

濱邉　将寿（２１）２０’２９
　　　　　　（１８）　４’３２

浜　　康久（２３）１５’５７
　　　　　　（　１）　３’４７

宮野　順治　（３０）１２’１０
　　　　　　（２７）　５’０６

堀内　裕幸（３２）　７’０４
　　　　　　（３２）　７’０４

照古苑　ＯＰ
　三倉　一郎　２４’４４２１位

宇都美由紀（２２）２５’３８
　　　　　　（３３）　７’２４

森本　康裕（１１）１８’１４
　　　　　　（１７）　４’３１

前田　兼吾（１１）１３’４３
　　　　　　（１３）　４’３６

下田　功治　（　７）　９’０７
　　　　　　（１３）　４’１１

本田　大房（　５）　４’５６
　　　　　　（　５）　４’５６

鶴城中学校　ＯＰ
　岩崎　五士　２５’３８２２位

三輪　一浩（２３）２５’５１
　　　　　　（２３）　４’３７

野口　克己（２４）２１’１４
　　　　　　（２３）　４’４１

大久保一美（２５）１６’３３
　　　　　　（２６）　５’２６

高木　実男　（２６）１１’０７
　　　　　　（２９）　５’１７

古川　和幸（１８）　５’５０
　　　　　　（１８）　５’５０

緑川体協Ｃ
　大久保　武　２５’５１２３位

西村　　司（２４）２５’５７
　　　　　　（２５）　４’４２

中口　敏生（２５）２１’１５
　　　　　　（１０）　４’１５

斉藤　勇輔（２８）１７’００
　　　　　　（２２）　５’０７

佃　　誠一　（２９）１１’５３
　　　　　　（３１）　５’５２

本田　信一（２２）　６’０１
　　　　　　（２２）　６’０１

轟体育協会Ｄ
　田上　彰一　２５’５７２４位

中島　正信（２５）２６’０１
　　　　　　（１９）　４’２８

菊池　正一（２６）２１’３３
　　　　　　（　９）　４’１３

赤澤　　勉（２９）１７’２０
　　　　　　（１６）　４’４３

汐嵜　光男　（３３）１２’３７
　　　　　　（２０）　４’４２

山下　康徳（３３）　７’５５
　　　　　　（３３）　７’５５

宇花走ろう会
　中嶋　久男　２６’０１２５位

宮本　敬三（２６）２６’１７
　　　　　　（２９）　５’１０

青山　智史（２３）２１’０７
　　　　　　（３０）　５’３２

八別當隆史（２１）１５’３５
　　　　　　（１４）　４’３８

三角　陽司　（２５）１０’５７
　　　　　　（１２）　４’１０

竹辺　初次（３１）　６’４７
　　　　　　（３１）　６’４７

網田小中ＰＴＡ
　宮本　敬三　２６’１７２６位

那須　大和（２７）２６’１９
　　　　　　（１６）　４’２１

岩村　直美（２９）２１’５８
　　　　　　（２９）　５’２３

川上　誠志（２６）１６’３５
　　　　　　（３０）　５’４０

上木　淳司　（２４）１０’５５
　　　　　　（２２）　４’４７

清塘　啓史（２５）　６’０８
　　　　　　（２５）　６’０８

宇土市役所財政課ＯＰ
　中田　雄士　２６’１９２７位

中田　雄士（２８）２６’５３
　　　　　　（２８）　４’５６

荒木　繁男（２８）２１’５７
　　　　　　（２５）　４’５８

山本　克則（２７）１６’５９
　　　　　　（３３）　６’２０

門司　修三　（２１）１０’３９
　　　　　　（２１）　４’４６

鶴田　孝三（１９）　５’５３
　　　　　　（１９）　５’５３

宇土市役所部課長会
　吉永　栄治　２６’５３２８位

安田　孝二（２９）２７’０９
　　　　　　（３０）　５’３４

本田　五巳（２７）２１’３５
　　　　　　（３２）　６’０４

光井　正吾（２０）１５’３１
　　　　　　（２１）　４’５６

西島　研一　（１９）１０’３５
　　　　　　（２５）　４’５６

山口　泰介（１４）　５’３９
　　　　　　（１４）　５’３９

NPO法人うとスポーツクラブ　OP
齊藤　義美　２７’０９２９位

高川　実玄（３０）２７’３１
　　　　　　（１２）　４’１４

西山　徳行（３２）２３’１７
　　　　　　（３１）　５’４５

橋本　利浩（３１）１７’３２
　　　　　　（２５）　５’１７

中石　浩介　（３１）１２’１５
　　　　　　（３２）　６’０２

渡辺　清徳（２６）　６’１３
　　　　　　（２６）　６’１３

水電会寺共草
　平岡　福蔵　２７’３１３０位

河野　勝幸（３１）２７’４４
　　　　　　（３１）　５’４５

奥村　清司（３０）２１’５９
　　　　　　（　５）　４’０１

奥村　伸一（３３）１７’５８
　　　　　　（２８）　５’３２

稲田　昭一（３２）１２’２６
　　　　　　（３３）　６’０７

山本　岳仁（３０）　６’１９
　　　　　　（３０）　６’１９

網津Ｂ
　平岡　福蔵　２７’４４３１位

下田　竜一（３２）２８’２５
　　　　　　（３１）　５’４５

芥川　明世（３１）２２’４０
　　　　　　（２８）　５’１８

小山　信隆（３０）１７’２２
　　　　　　（３２）　６’０８

斉藤　敬輔（２７）１１’１４
　　　　　　（２８）　５’１２

芥川　拓也（２３）　６’０２
　　　　　　（２３）　６’０２

走潟体育会　ＯＰ
　小山　信隆　２８’２５３２位

九谷　新吾（３３）２８’２８
　　　　　　（２６）　４’４３

九谷　智子（３３）２３’４５
　　　　　　（３２）　６’０４

田原　将博（３２）１７’４１
　　　　　　（３１）　５’５３

福島　　至（２８）１１’４８
　　　　　　（３０）　５’３３

本郷　　稔（２８）　６’１５
　　　　　　（２８）　６’１５

須藤会
　須藤　　力　２８’２８３３位

上段：選手名（敬称略）／（通過順位）通過記録　下段：（区間順位）区間記録

第４１回宇土市紳士駅伝競走大会結果一覧（オープン参加含む）

���������
（ＯＰ：オープン）



平成１８・３（16）

　このたび、気象庁の観測所見直しにより、馬之瀬町の防災
センター内に、アメダス地域雨量観測所が新設されました。
　雨量計が設置されることにより、宇土市における降雨量の
状況を気象庁のホームページから知ることができます。
　また、宇土市域の気象観測・予報が向上するとともに、緑
川水系の降雨観測の基点として、大雨時の河川情報の向上も
はかられます。
　なお、運用については、４月以降に予定されています。

気象観測・予報が向上
�宇土地域雨量観測所が設置

気象災害から守るため

���������
　２月２５日、宇土マリーナで「２００６第４回宇
土マリーナ親子サッカー大会」が開催され、８
チーム１４４人が参加しました。
　同大会は、青少年の健全育成と子どもたちの
健康増進を図り、親子の触れ合いを広げようと
行われているものです。
　開会式では、根本忠明市教育長が「いつまで
も、心に残る一日となるよう楽しんでください。
親子とのふれあい、友情の輪が広がることを
祈っています」と田口市長のメッセージを代読。
昨年度優勝の網田小学校の本田郁也くんが力強
い宣誓を行い開会しました。
　６人制の試合は、前半戦７分に大人、後半戦
１０分に子どもで対戦。大人は賑やかにプレーを
楽しみ、子どものプレーには会場から力の入っ
た声援が飛び交いました。
大会の結果　優勝　緑川少年サッカークラブ　２位　宇土小大太鼓ズ　敢闘賞　花園Ｘ

親子でスポーツを楽しむ
�第４回宇土マリーナ親子サッカー大会

授章式の様子

　２月２３日、市役所において故松田國二氏の特旨叙位の伝達
式が行われました。
　昨年１２月１日に逝去された松田氏は昭和４５年に宇土市議
会議員に当選以来、４期１６年、議員を務めました。
　議員時代は副議長、総務常任委員会委員長などを歴任し、
地方自治の発展と市の教育文化、福祉の向上ならびに市民生
活環境の充実に貢献。また、消防団や交通安全協会にも長い
間、所属され、地域に密着した活動を行ったことが認めらた
ことから平成１７年４月に旭日双光章を受章しました。
　今回、代理で受け取った親族の方は「大変名誉なことであ
りがたいことです。故人も喜んでいると思います」と話して
いました。

故人の功績をたたえて
�特旨叙位授章

本田選手の選手宣誓
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　２月２４日、第１０回宇土市老人クラブ連合会「演芸大
会」・「作品展」が市民会館で行われました。
　これは、高齢者の健康と幸せを求め社会に貢献するクラ
ブ「宇土市老人クラブ連合会」（那須邦雄会長：会員２，３８１
人）が日頃練習している演芸や創作している作品を発表す
る場を提供し、生きがいづくりの場として開催しているも
のです。
　開会式では、田口信夫市長が「これからも心と体の若さ
を保っていただき、歌や踊りを楽しみながら、普段の暮ら
しの健康づくりにいかしてください」とあいさつ。
　約６５０人の観客が訪れ、同会館大ホールで行われた演芸
大会では、舞踊、カラオケ、ダンスなど３４プログラム、
９０人が見事な踊りや唄を披露し、観客を魅了しました。
　また、今回が２回目の開催となる作品展では、約６０人が
絵画や竹細工、手芸など約９０点の作品を展示。同展を観
に来ていた女性は「丁寧で、きれいに仕上げている作品ば
かりで素晴らしい」と話していました。

心も体も若さを保ってます
�第１０回市老人クラブ連合会「演芸大会」・「作品展」

▲

見
事
な
作
品
が
ズ
ラ
リ

　このたび、日本赤十字社から軽ワゴン車が宇土市に１台、配備
されました。これは、災害時に毛布やタオルなどの救援物資輸送
として利用するほか、福祉事業に活動するために配備されたもの。
　今後、市では、災害救援車を災害救援活動などの赤十字活動の
ほか、幅広く公益活動に使用していきます。

地域の中で活用
�日本赤十字社が災害救援用車両を配備

配備された軽ワゴン車

▲

華
麗
な
ダ
ン
ス
を
披
露

　２月１１日、ギフト館九谷（三拾町）で「宇土　巧みの
技工房」がオープンしました。これは、同店が伝統工芸
品展示販売コーナー（市在住工芸家ら１１人の陶芸、刃物、
型染めなど）を設置し、市民はもとより市への来訪者へ
の産品紹介と販売を行い、地元産品活性化の推進を行う
ために同店の九谷新吾社長が企画したもの。
　オープニングセレモニーでは、同社長が「宇土の工芸
家の情報発信をしていきたい」とあいさつし、田口信夫
市長が「宇土には素晴らしい伝統工芸品がたくさんある。
土産物として活用していきたい」と話しました。
　出展者は次のとおりです。（敬称略）
陶芸：前田和、泉水博文、田中厚子　型染め：野原れい子
馬蹄鉄：沼田孝一　刃物：小山博行　すずり：小野寺去水　手描き友禅：田口キヌエ　馬門石製品：清田新一　わ
らべ地蔵：神村小雪　張り子：坂本紀美子

宇土の工芸家の情報発信
�「宇土　巧みの技工房」がオープン

素晴らしい伝統工芸品ばかり

���������
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　 １月３１日、宇土小学校（浦川司校長）で第１回熊本県理
科教育セミナーが開催され、県下各地から約４０人の小学校
理科担当教諭が参加しました。
　開会行事では、理数大好きモデル事業宇土・南阿蘇サブ地
域実行委員長の根本忠昭市教育長が「子どもに理科の楽しさ
を味わせるには、まず教師自らが理科に関心を持つことが大
切。子どもとともに、さらに自然の中での体験活動を推進し
てほしい」とあいさつ。その後、参加者は４年生の理科の授
業を参観しました。子どもたちは「変身する水を調べよう」
というテーマの授業に生きいきとしたまなざしで実験に取り
組みました。また、午後からは場所を理科室に移し、熊本大
学教育学部助教授佐藤成哉先生の小学校理科実験講習会が行
われました。
　今回の研修では、参加した先生たちにとって理科教育の大切さをあらためて認識するきっかけとなりまし
た。今後、県内各地で、子どもたちにとってさらにおもしろい理科の授業が展開され、「理科好き」な子ども
が増えていくことが期待されます。

理科好きな子どもたちを
�理科教育セミナー開催

授業に楽しく取り組みました

　２月１４・２１・２４日の３日間、花園公民館（山下八郎館
長）和室で花園小学校６年生（白石和典校長：１０５人）
が茶道体験をしました。
　これは、同館茶道教室（澤田和代講師、平通チヅ子講
師、深沢美千子講師）の皆さんが日本の伝統文化に触れ
て卒業の思い出にしてもらおうと毎年行っているもので、
今年で５回目。子どもたちは、正座やお 辞儀 の仕方、お

じぎ

茶の飲み方、茶室の出入りの仕方などを学んだあと「亭
主」と「お客」に分かれ、お 点前 を体験したり、お菓子

てまえ

やお茶を味わうなど茶道を楽しみました。

日本の伝統文化を体験
�花園小学校６年生が茶道体験

緊張した面持ちで体験

　２月１４日、新日化エア・ウォーター（南谷勝治社長）が松
山町に建設した熊本工場の完成祝賀会が開催されました。
　同工場は、鉄骨造り延べ床５９１平方メートルで、年間で液
化酸素８，７００トン、液化窒素１８，０００トンを量産し、熊本や鹿
児島、宮崎の半導体製造企業や造船所、鉄鋼所などに、併設
する南九州エア・ウォーターを通して販売します。
　祝賀会では、南谷社長が「安全・安心・安定を目標に人と
環境に優しい循環型社会づくりに貢献していきたい」とあい
さつし、田口信夫市長は「宇土市から南九州の地を中心に業
績があげられるよう周辺道路の整備に取り組んでいきたい」
と話しました。

人と環境に優しく
�新日化エア・ウォーター熊本工場が完成

田口市長のあいさつ

���������
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新 　刊　 案　 内

児　童　図　書一　般　図　書

トンケ・ドラフト著王への手紙　上･下花柳　幻舟著十四歳の死刑囚

PHP研究所著日本食の大研究奥田　英朗著ガール

フェレーナ・バルハウス著わたしたち手で話しますジャレド・ダイアモンド著文明崩壊　上・下

江口　季好著新・詩のランドセル　１～５ねん渡部　昇一著昭和史　－松本清張と私－

西村　繁男著おでんさむらいこぶまきのまき綾小路　きみまろ著こんな夫婦に誰がした？

中村　庸夫著サンゴ礁と海の生き物たち岡崎　勝著がっこう百科

なかの　ひろみ著さかなをたべるドロシー・ロー・ノルト著親から子へ伝えたい１７の詩

山石　やす子著夢が、かなう日－上村愛子物語－真鍋　弘樹著花を

フィリス・アークル著真夜中のまほう波野　久里子著菊日和

井上　洋介著鬼の首引きフリーマン・ダイソン著科学の未来

※下記以外にも新刊はたくさん入っています。図書館ホームページにも掲載していますのでご覧ください。

問い合せ先　市立図書館　��４５１２　ホームページアドレス（http：//www．city．uto．kumamoto．jp/lib/）

図書館からのお知らせ 

　絵本の読み聞かせや手遊び・紙芝居など行っ
ています。みなさんで遊びに来てください。
３月１５日　宇土市ＡＬＴ　あみつ絵本の会
３月２２日　宇城こども劇場　３月２９日　ひまわり会　山口
４月　５日　ひまわり会　　　　　　　　　４月１２日　熊日童話会
日時　毎週水曜日　午後４時～（２０分～３０分）
場所　図書館１階　児童室

『えほんのじかん』３月１５日～４月１５日

Hello everyone!  How are you? みなさん こんにちは。 
Did you watch the Turin Olympics?  トリノオリンピックを見ましたか？
　They were very exciting!　とても白熱しましたね。

今月のテーマ : 

Vol.�

24

 Olympic 　  words!  
オリンピックの 言葉

Medals The Olympic Rings Olympic Torch
①　 Gold 　 medal 

ゴールド メダル

②　 Silver 　 medal 
シルバー メダル

③　 Bronze 　 medal 
ブロンズ メダル

みんな、おいでよ！　「春の上映会とおはなし会」
　図書館では４月１５日（土）に映画の上映会とおはなし会
を開催いたします。みんな一緒に図書館で、楽しい時間を
すごしましょう。
☆上映会【リトル・パンダの冒険】（１９９５米、８５分）
　時間　午前１０時～１１時２５分
　場所　図書館１階　郷土資料室
　密猟者にねらわれる赤ちゃんパンダを少年ライアンは救
えるのか。迫り来る危険に勇敢に立ち向かう少年とパンダ
の心の交流を描いたアドベンチャーストーリーです。
☆おはなし会
　時間　午後２時～４時　場所　図書館１階　郷土資料室
　熊日童話会のみなさんによる楽しいおはなし会です。ご家族、お友達
お誘いあわせのうえ遊びに来てください。

休館日
３月１６日、２３日、３０日　４月６日、１３日
（毎週木曜日）
３月２１日（祝日）
３月２０日（図書整理日）

図書館から借りた資料（本やビデオ・ＣＤなど）で返却期限の過ぎたものはありませんか？
� �����

お手元に長期にわたって借りている資料がある方は、お早めに図書館まで返却をお願いします。
図書館が閉館しているときは、入口にあるブックポストにご返却ください。
図書館資料は公共の財産です。返却期限は必ず守るようにお願いします。
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お
知
ら
せ

　

２
月　

日
、
県
庁
に
お
い
て
、

２１

平
成　

年
度
明
る
い
選
挙
推
進
県

１７

民
大
会
の
際
に
「
明
る
い
選
挙
啓

発
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
審
査
結
果

の
表
彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
明
る
い
選

挙
が
行
わ
れ
る
た
め
に
、
小
・
中
・

高
校
生
お
よ
び
一
般
有
権
者
に
選

挙
に
対
す
る
清
新
な
イ
メ
ー
ジ
や

夢
を
自
由
に
表
現
し
て
も
ら
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
明
る
い
選
挙
の
大

切
さ
、
選
挙
に
対
す
る
認
識
を
深

め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
今
後
の

明
る
い
選
挙
を
進
め
る
上
で
役
に

平
成　

年
度　

明
る
い
選
挙
啓

１７

発
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
結
果

を
所
有
す
る
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

進
学
や
就
職
、
転
勤
な
ど
で
市

外
へ
転
出
す
る
場
合
や
車
両
を
廃

車
し
た
り
譲
渡
し
て
い
る
方
は
、

３
月
中
に
次
の
と
こ
ろ
で
手
続
き

を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き

を
忘
れ
る
と
引
き
続
き
課
税
さ
れ

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
１
２
５

㏄

以
下
の
バ
イ
ク
お

よ
び
小
型
特
殊
自
動
車

　

問
い
合
せ
・
手
続
き
先　

市
税

務
課　
�
�
１
１
１
１
（
内
２

１
４
６
）

▽
１
２
５
㏄

を
超
え
２
５
０
㏄

以
下
の
バ
イ
ク
（
軽
二
輪
）
お
よ

び
軽
自
動
車

　

問
い
合
せ
・
手
続
き
先　

熊
本

県
軽
自
動
車
協
会　
�
０
９
６

（
３
６
９
）
６
８
２
９

▽
２
５
０

㏄

を
超
え
る
バ
イ
ク

（
自
動
二
輪
）

　

問
い
合
せ
・
手
続
き
先　

熊
本

運
輸
支
局　
�
０
５
０
（
５
５

４
０
）
２
０
８
６

立
つ
、
独
創
的
で
印
象
的
な
募
集

作
品
を
利
活
用
す
る
た
め
に
、
実

施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

宇
土
市
か
ら
は
、
習
字
の
部
に

２
２
９
点
、
ポ
ス
タ
ー
の
部
に　
２５

点
、
４
コ
マ
漫
画
の
部
に
１
点
、

標
語
の
部
に
２
点
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
審
査
の
結
果
、
宇
土
市

か
ら
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。 ��
�
�
�
�
�
 
（
敬
称
略
）

〔
習
字
の
部
〕　
　
　

優
秀
賞　

　

山
下
は
づ
き　

宇
土
小
３
年

　

浦
山　

真
喜　

鶴
城
中
３
年

入　

選

　

佐
々
木
み
き　

宇
土
小
４
年

　

坂
井　

真
樹　

宇
土
東
小
５
年

　

河
津
ひ
と
み　

鶴
城
中
１
年

〔
ポ
ス
タ
ー
の
部
〕

入　

選

　

福
田　

宇
輝　

宇
土
小
５
年

　
『
自
分
で
決
め
ま
す
。自
分
の
一

票
。
み
ん
な
で
決
め
ま
す
、
み
ん

な
の
代
表
』（
選
挙
啓
発
標
語
）

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
、
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
等

バ
イ
ク
な
ど
を
廃
車
し
た

ら
手
続
き
が
必
要
で
す

問い合せ先　市税務課固定資産税係
　　　　　　��１１１１（内線２１４２）

【縦覧制度】
　自己の土地または家屋の価格以外に、他の土
地または家屋の価格を縦覧することができます。
縦覧できる人　固定資産税の納税義務者、代理人。

〔ただし、土地（家屋）のみを所有して
いる方は、家屋（土地）の縦覧はでき
ません〕

縦覧期間　４月３日（月）～６月３０日（金）
　　　　　（ただし、土・日・祝祭日は除く）
縦覧時間　午前９時～午後５時
縦覧場所　市税務課固定資産税係
　　　　　（市役所１階）
縦覧内容　・土地価格等縦覧帳簿（所在、地番、

地目、地積、価格）
　　　　　・家屋価格等縦覧帳簿（所在、家屋番

号、種類、構造、床面積、価格）

【閲覧制度】
　固定資産税の納税義務者や借地人・借家人の方も固
定資産課税台帳の閲覧および証明を受けることがで
きます。（証明書の交付は１通につき３００円必要です）
閲覧および証明が認められる人
　　　　　固定資産税の納税義務者、借地人・借

家人等。
実施年月日　４月３日（月）から（閲覧および証

明書交付については、期間の設定はあ
りません）

※納税義務者とは、賦課期日（１月１日）現在において固定資
産課税台帳に固定資産（土地・家屋・償却資産）の所有者
として登録されている方をいいます。
※納税義務者の本人確認の方法は、納税通知書等の提示によ
り確認することになります。なお、借地人・借家人の場合
は賃貸借契約書等により確認することになります。
※縦覧、閲覧は無料です。
※代理人は、納税義務者の委任状が必要です。

固定資産課税台帳の縦覧・閲覧ができます 固定資産課税台帳の縦覧・閲覧ができます 
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消
費
税
の
課
税
事
業
者
に
該
当

す
る
個
人
事
業
者
の
方
の
平
成　
１７

年
分
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

の
確
定
申
告
は
、
平
成　

年
３
月

１８

　

日
（
金
）
が
申
告
・
納
付
の
期

３１限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
申
告

会
場
は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
か

か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申

告
は
お
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
申

告
・
納
付
を
行
っ
た
場
合
、
無
申

告
加
算
税
及
び
延
滞
税
が
賦
課
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

確
定
申
告
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.nta.go.j

p

）
の「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
簡

単
に
申
告
書
の
作
成
が
で
き
ま
す

の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
に

つ
い
て
お
分
か
り
に
な
ら
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
宇
土
税
務

署　
�
�
０
４
１
２
に
お
気
軽
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
確

定
申
告
と
納
税
は
お
済
み
で
す
か

　

市
で
は
、
今
後
事
業
用
地
と
し

て
特
に
保
有
し
又
は
活
用
す
る
予

定
の
な
い
土
地
に
つ
い
て
、
一
般

競
争
入
札
に
よ
り
売
却
す
る
こ
と

に
致
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
売
却
対
象
物
件
は
、
宇

土
市
内
１
物
件
で
す
。

　

物
件
の
詳
細
並
び
に
入
札
の
手

順
等
を
記
載
し
た
「
市
有
地
公
売

募
集
要
領
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

入
札
に
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず

こ
れ
を
熟
読
の
上
、
入
札
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

市
有
地
を
売
却
し
ま
す

　

３
月　

日
（
木
）
の
午
後
４
時

２３

か
ら　

分
程
度
の
火
災
訓
練
を
行

１０

い
ま
す
。
な
お
、
業
務
は
平
常
通

り
行
い
ま
す
が
、
避
難
訓
練
等
を

行
い
ま
す
の
で
皆
さ
ま
方
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
せ
先　

市
財
政
課
契
約
管

財
係　
�
�
１
１
１
１
（
内
線
２

２
３
２
・
２
２
３
６
）

市
役
所
庁
舎
火
災
訓
練
の

お
知
ら
せ

「
市
有
地
公
売
募
集
要
領
」
配
布
場
所

　

宇
土
市
役
所
５
階　

財
政
課

　

※
宇
土
市
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

入
札
期
間
・
場
所

○
受
付
期
間　

４
月　

日
（
金
）

１４

〜
４
月　

日
（
月
）

２４

○
受
付
場
所　

宇
土
市
浦
田
町　
５１

番
地　

宇
土
市
役
所
５
階
財
政
課

開
札
の
日
時
・
場
所

○
日
時　

４
月　

日
（
火
）　

２５

　
　
　
　

午
後
１
時　

分
〜

３０

○
場
所　

宇
土
市
浦
田
町　

番
地

５１

　

宇
土
市
役
所
５
階
第
１
会
議
室

売
却
物
件

売
払
物
件

○
所
在　

宇
土
市
伊
無
田
町
字
友

田　

番
３

８３
○
地
目　

雑
種
地

○
地
積　

５
６
５
㎡

○
最
低
売
却
価
格

　

１
３，

０
５
１，

０
０
０
円

問
い
合
せ
先　

財
政
課
契
約
管
財
係

�
�
１
１
１
１
（
内
２
２
３
２
）

　この運動は、広く県民に交通安全思想の普及・浸透を図り、
交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣付けるとと
もに、県民自身による道路交通環境の改善に向けた取り組みを
推進することで、交通事故防止の徹底を図ることを目的として
います。
　４月６日（木）から４月１５日（土）までの１０日間、春の全
国交通安全運動が実施されます。今回の運動基本方針は、交通
事故の被害者になりやすい「子どもと高齢者の交通事故防止」、
重点目標は「自転車の安全利用の推進」、「シートベルトとチャ
イルドシートの正しい着用の徹底」ということで、全国でさま
ざまな取り組みを行います。ドライバーの皆さんは交通ルール
と交通マナーを守り、交通事故防止に努めましょう。

☆　自転車の安全利用の推進
☆　シートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底重点目標

問い合せ先　市自治振興課防災交通係　��１１１１（内線２１５２）

春春春春春春春春春春春春のののののののののののの全全全全全全全全全全全全国国国国国国国国国国国国交交交交交交交交交交交交通通通通通通通通通通通通安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全運運運運運運運運運運運運春の全国交通安全運動動動動動動動動動動動動動
４４４４４４４４４４４４４４４４月月月月月月月月月月月月月月月月６６６６６６６６６６６６６６６６日日日日日日日日日日日日日日日日～～～～～～～～～～～～～～～～１１１１１１１１１１１１１１１１５５５５５５５５５５５５５５５５４月６日～１５日日日日日日日日日日日日日日日日日

４月の小学校入学前に交通ルールやマナー
を学ぶ宇土幼稚園の園児の皆さん
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あ
な
た
の
技
能
を
証
明
し
ま
せ

ん
か
・
・
・
・
・

　

技
能
検
定
は
、
働
く
人
々
の
技

能
を
検
定
し
、
国
と
し
て
証
明
す

る
国
家
検
定
制
度
で
す
。

　

個
人
の
能
力
の
証
明
と
し
て
、

ま
た
企
業
に
お
け
る
人
材
育
成
の

手
段
と
し
て
様
々
な
職
種
で
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
本
年
度
も
１
級

〜
３
級
の
区
分
に
応
じ
「
機
械
加

工
」
や「
塗
装
」
な
ど　

職
種（
予

３３

定
）
に
わ
た
っ
て
前
期
技
能
検
定

を
左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

平
成　

年
度
（
前
期
）

１８
技
能
検
定
の
お
知
ら
せ

（
注
）　

熊
本
県
で
実
施
予
定
の
職

種
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
職
種
に
よ
り
試
験
日
は

異
な
り
ま
す
。（
実
施
日
程
に
つ
い

て
は
６
月
中
旬
に
決
定
し
ま
す
）

　

問
い
合
せ
、
資
料
ご
希
望
の
方

は
熊
本
県
職
業
能
力
開
発
協
会　

技
能
検
定
課　
�
０
９
６
（
３
８

４
）
１
７
１
１

と
氏
が
同
じ
で
あ
る
①
父
母
②

孫
③
祖
父
母　

④
兄
弟
姉
妹

４　

上
記
３
以
外
の
①
父
母
、
②

孫
、
③
祖
父
母
、
④
兄
弟
姉
妹

５　

上
記
１
か
ら
４
以
外
の
ご
遺

族
で
、
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま

で
引
き
続
き
１
年
以
上
生
計
関

係
を
有
し
て
い
た
三
親
等
内
の

親
族

請
求
期
間　

平
成　

年
３
月　

日
ま
で

２０

３１

請
求
窓
口　

市
福
祉
課
福
祉
係　

�
�
１
１
１
１（
内
線
２
８
１
２
・

２
８
２
５
）

　４月　４日（火）～４月１４日（金）受検申請受付

　６月１２日（月）～９月１０日（日）実技試験

　７月３０日（日）★
　８月２０日（日）、８月２７日（日）
　９月　３日（日）

学科試験

　８月２８日（月）★　　
１０月　３日（火）

合格発表

★は金属熱処理を除く、３級職種が対象

　

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特

別
弔
慰
金（
第
８
回
特
別
弔
慰
金
）

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、
平
成　

年
４
月
１
日
に
お

１７

い
て
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金

等
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
、

第
８
回
特
別
弔
慰
金
と
し
て
額
面

　

万
円
、　

年
償
還
の
記
名
国
債

４０

１０

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
対
象
者　

対
象
と
な
る
ご
遺

族
は
次
の
順
番
に
よ
る
優
先
順
位

の
ご
遺
族
お
一
人
で
す
。

１　

弔
慰
金
の
受
給
権
者

２　

戦
没
者
等
の
子

３　

戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有

し
て
お
り
、
か
つ
、
戦
没
者
等

戦
没
者
等
の

ご
遺
族
の
皆
様
へ

　

福
祉
タ
ク
シ
ー
の
申
請
を
４
月

３
日
（
月
）
か
ら
受
付
ま
す
。
市

内
に
住
所
を
有
し
、
身
体
障
害
者

手
帳
の
１
級
、
ま
た
は
療
育
手
帳

の
Ａ
１
を
所
持
し
て
い
る
人
に
タ

ク
シ
ー
の
基
本
料
金
（
小
型
車
）

を
助
成
し
ま
す
。
助
成
券
は
宇
土

市
内
に
事
業
所
を
お
く
タ
ク
シ
ー

会
社
に
限
り
使
用
可
能
で
す
。

持
参
す
る
も
の　

印
鑑
、
身
体
障

害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

問
い
合
せ
先　

市
福
祉
課
福
祉
係

�
�
１
１
１
１（
内
線
２
８
１
２
・

２
８
２
５
）

福
祉
タ
ク
シ
ー
の

申
請
受
付
開
始

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
��

　

市
で
は
、
心
豊
か
な
環
境
創
造

の
宇
土
市
の
実
現
に
向
け
、
や
さ

し
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
、
高
齢
者
や
社
会
的
に
弱

い
人
な
ど
、
す
べ
て
の
市
民
が
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
が
い
を

も
っ
て
生
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
よ

う
な
支
援
体
制
づ
く
り
の
た
め
、

老
人
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険

事
業
計
画
（
案
）
を
策
定
し
ま
し

た
。
こ
の
計
画
案
に
対
す
る
皆
さ

ん
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

意
見
募
集
の
期
間　

　

３
月　

日
（
金
）
〜　

日
（
水
）

１０

２２

素
案
の
閲
覧
方
法

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
ほ

か
、
保
険
課
窓
口
、
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

意
見
の
提
出
先
・
提
出
方
法

　

住
所
、
氏
名
（
団
体
と
し
て
の

ご
意
見
で
あ
れ
ば
団
体
名
）
及
び

電
話
番
号
、
職
種
（
会
社
員
、
公

務
員
、
学
生
な
ど
）
を
明
記
の
上
、

つ
ぎ
の
方
法
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

（
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
）
な
お
、

電
話
や
口
頭
に
よ
る
意
見
の
提
出

は
受
付
で
き
か
ね
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

【
直
接
持
参
す
る
場
合
】　

市
役
所

１
階
保
険
課
介
護
保
険
係

【
電
子
メ
ー
ル
で
の
送
付
】　

hoke
n03@

city.uto.kum
am
oto.jp

【
郵
送
で
の
送
付
】　

〒
８
６
９
‐

０
４
９
２　

市
保
険
課
介
護
保
険

係
行　

※
郵
便
番
号
を
記
載
さ
れ
る
だ
け

で
、
市
役
所
に
届
き
ま
す
。

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
送
付
】　�
�
５
１

７
０　

市
保
険
課
介
護
保
険
係
行

ご
意
見
の
取
り
扱
い

　

提
出
し
て
い
た
だ
い
た
ご
意
見

の
概
要
と
、
そ
れ
に
対
す
る
市
の

考
え
方
を
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
一
定
期
間
公
表
い
た
し
ま
す
。

そ
の
際
、
氏
名
等
の
情
報
に
つ
い

て
は
公
表
い
た
し
ま
せ
ん
。　

な

お
、
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
、

ご
意
見
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
個

別
に
回
答
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
せ
先　

市
保
険
課
介
護
保

険
係　
�
�
１
１
１
１
（
内
線
２

１
５
１
・
２
１
５
７
）

老
人
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
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お
出
か
け
「
つ
ど
い
の
広
場
」

「
つ
ど
い
の
広
場
」
か
ら

の
お
知
ら
せ

　

絵
本
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
、

お
も
ち
ゃ
、
簡
単
製
作
の
出
前
を

し
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
を
連
れ
て
お
近
く
の

公
民
館
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
！

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
も
大
歓
迎
で
す
。
お
孫
さ
ん
と

ご
一
緒
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

参
加
費　
　

円
（
お
や
つ
代
と
し
て
）

５０

日
時
・
場
所
（
予
約
不
要
）　

３
月　

日
（
月
）
花
園
公
民
館

２０

３
月　

日
（
月
）
網
田
公
民
館

２７

４
月
３
日
（
月
）
網
津
公
民
館

４
月　

日
（
月
）
緑
川
公
民
館

１０

＊
４
月
か
ら
は
お
や
つ
代
は
い
り

ま
せ
ん
。

時
間　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

　
「
つ
ど
い
の
広
場
」
は
児
童
セ

ン
タ
ー
２
階
に
開
設
し
て
い
る

《
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
と
子
ど

も
の
た
め
の
交
流
の
場
》
で
す
。

　

乳
幼
児
向
け
の
お
も
ち
ゃ
や
絵

本
、
乳
児
用
ベ
ッ
ト
や
お
湯
も
用

意
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
の
相
談
も
受
付

け
て
い
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は

厳
守
し
ま
す
の
で
安
心
し
て
ご
相

談
で
き
ま
す
。

　

使
用
料
は
要
り
ま
せ
ん
。

開
設
日　

火
曜
〜
土
曜

開
設
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
４

１０

時
ま
で
（
金
曜
は
午
前
中
）

問
い
合
せ
先　

つ
ど
い
の
広
場　

　

江
戸
時
代
の
情
緒
あ
ふ
れ
る
資

料
館
で
、
歴
史
に
ふ
れ
る
１
日
を

過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

日
時　

３
月　

日
（
日
）

１９

午
前　

時
〜　

伝
統
文
化
宇
土

１０
茶
・
華
道
子
供
教
室
の
皆
さ
ん

に
よ
る
春
ま
つ
り
茶
会

正
午
〜　

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
サ
ー

ビ
ス

午
後
１
時
〜
１
時　

分　

資
料
館

４５

コ
ン
サ
ー
ト
【
鶴
城
中
学
校
吹

奏
楽
部
演
奏
会
】

午
後
２
時
〜　

網
田
史
跡
め
ぐ
り

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

知
ら
れ
ざ
る
網
田
の
歴
史
を
学

び
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
！

　
（
当
日
受
付
。
ど
な
た
で
も
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
）

入
館
料　

大
人
２
０
０
円　

　
　
　
　

子
ど
も
１
０
０
円

問
い
合
せ
先　

市
文
化
振
興
課
文

化
財
係　
�
�
６
５
０
０（
代
表
）

網
田
焼
の
里
資
料
館

春
ま
つ
り

募
集
・
催
し

　

お
子
さ
ん
を
連
れ
て
遊
び
に
来

ま
せ
ん
か
！
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
も
大
歓
迎
で
す
。
お

孫
さ
ん
と
ご
一
緒
に
ど
う
ぞ
！

日
時　

３
月　

日
（
土
）

２５

　
　
　

午
後　

時　

分
〜

１２

３０

会
場　

市
民
体
育
館

体
験
コ
ー
ナ
ー
（
予
定
）　

椅
子
体
操
、

ダ
ー
ツ
、
輪
投
げ
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、

フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
、
デ
イ
ス
ゲ
ッ
タ
ー
、

ピ
ー
ン
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン

バ
ラ
、
バ
ッ
ゴ
ー
、
ペ
タ
ン
ク

※
お
楽
し
み
抽
選
会
も
行
い
ま
す
。

参
加
料　

１
人　

１
５
０
円
（
保

険
料
込
み
）
小
学
３
年
生
以
下
は
、

保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

問
い
合
せ
先　

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課�
�
３
４
７
２

ス
ポ
ー
ツ
で
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室

�
�
２
４
０
８
（
直
通
）

開
設
時
間
以
外
の
問
い
合
せ　

市

福
祉
課
子
育
て
支
援
係　
�
�
１

１
１
１
（
内
線
２
８
１
３
）

　

わ
が
国
は
、
世
界
一
の
長
寿
国

で
あ
り
、
急
速
に
社
会
の
高
齢
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

宇
土
市
で
も
同
様
の
傾
向
に
あ

り
、
そ
の
中
で
生
活
習
慣
病
に
か

か
る
人
の
増
加
や
、
壮
年
期
の
死

亡
、
要
介
護
者
の
増
加
な
ど
の
問

題
が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。

　

平
成　

年
３
月
に
は
、
国
に
お

１２

い
て
も
健
康
増
進
対
策
の
ひ
と
つ

と
し
て
「
健
康
日
本　

」
が
示
さ

２１

れ
、
平
成　

年
８
月
に
「
健
康
増

１４

進
法
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
受
け
て
市
で
は
、
住
民

が
自
ら
の
健
康
に
関
心
を
持
ち
、

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
や
す
い

環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

住
民
が
直
面
し
て
い
る
健
康
問
題

を
も
と
に
課
題
を
明
ら
か
に
し
、

生
活
習
慣
病
予
防
に
焦
点
を
置
い

た
健
康
増
進
の
た
め
の
具
体
的
な

計
画
を
策
定
中
で
す
。
こ
の
計
画

案
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

意
見
募
集
の
期
間

　

３
月　

日
（
月
）
〜
４
月　

日
（
木
）

２０

２０

素
案
の
閲
覧
方
法

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
ほ

か
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

意
見
の
提
出
先
・
提
出
方
法

　

住
所
、
氏
名
（
団
体
と
し
て
の

ご
意
見
で
あ
れ
ば
団
体
名
）
及
び

電
話
番
号
、
職
種
（
会
社
員
、
公

務
員
、
学
生
な
ど
）
を
明
記
の
上
、

つ
ぎ
の
方
法
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

（
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
）
な
お
、

電
話
や
口
頭
に
よ
る
意
見
の
提
出

は
受
付
で
き
か
ね
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

【
直
接
持
参
す
る
場
合
】　

市
保
健

セ
ン
タ
ー
（
南
段
原
町
）

【
電
子
メ
ー
ル
で
の
送
付
】　

hoke
n02@

city.uto.kum
am
oto.jp

【
郵
送
で
の
送
付
】　

〒
８
６
９－

０
４
２
１　

宇
土
市
南
段
原
町
１

６
４－

３　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
行

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
送
付
】　�
�
３
８

５
０　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
行

ご
意
見
の
取
り
扱
い

　

提
出
し
て
い
た
だ
い
た
ご
意
見

の
概
要
と
、
そ
れ
に
対
す
る
市
の

考
え
方
を
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
一
定
期
間
公
表
い
た
し
ま
す
。

そ
の
際
、
氏
名
等
の
情
報
に
つ
い

て
は
公
表
い
た
し
ま
せ
ん
。　

な

お
、
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
、

ご
意
見
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
個

別
に
回
答
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
せ
先　

市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
�
�
２
３
０
０

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

��
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移
動
児
童
セ
ン
タ
ー

人
形
劇
「
王
子
様
の
耳
は
ろ
ば
の
耳
」

日
時　

３
月　

日　
（
土
）

２５

　
　
　

開
場　

午
後
１
時　

分
４５

　
　
　

開
演　

午
後
２
時　

分
１５

場
所　

市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

　
　
　

入
場
無
料

出
演
者　

人
形
芝
居
カ
ス
ペ
ル

み
ん
な
で
ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス�

　

地
蔵
ま
つ
り
で
大
人
気�
例
年

カ
メ
ヤ
前
で
踊
っ
て
い
る
グ
ル
ー

プ
「
宇
城
イ
ズ
ム
」
と
一
緒
に
踊

り
ま
し
ょ
う�

　

基
本
の
動
き
か
ら
楽
し
い
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ま
で
の
体
験
を
し

ま
せ
ん
か
？
初
め
て
の
方
も
大
歓

迎
で
す
。

日
時　

３
月　

日
（
日
）

２６

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜

３０

場
所　

児
童
セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ
ル
ー
ム

事
前
申
し
込
み
不
要

持
っ
て
く
る
も
の　
　

室
内
用
運

動
靴　

タ
オ
ル　

水
筒　
　
　
　

※
詳
し
く
は
児
童
セ
ン
タ
ー　
�

�
３
３
０
３
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

児
童
セ
ン
タ
ー

春
の
イ
ベ
ン
ト

問
い
合
せ
先　

市
児
童
セ
ン
タ
ー

�
�
３
３
０
３

親
子
で
リ
ズ
ム

　

キ
ー
ボ
ー
ド
の
生
演
奏
に
あ
わ

せ
て
と
ん
だ
り
、
は
ね
た
り
、

ま
っ
た
り
・
・
・
。
足
の
裏
を
中

心
に
全
身
を
動
か
す
こ
と
で
発
育

発
達
を
促
し
ま
す
。

　

歩
き
だ
し
た
ば
か
り
の
ち
っ

ち
ゃ
な
お
友
達
も
、
聞
こ
え
る
音

楽
に
か
ら
だ
を
ゆ
ら
し
て
、
楽
し

ま
れ
ま
す
。
お
母
さ
ん
が
本
気
で

動
い
て
楽
し
む
と
子
ど
も
に
ビ

ビ
ッ
と
伝
わ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
生
ま
れ
る
笑
顔
が
ス
テ

キ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
最
後
に
み
ん
な

で
手
遊
び
と
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

を
し
ま
す
。

日
時　

３
月　

日
（
水
）　

１５

　
　
　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

　
　
　

受
付　

午
前
９
時　

分
〜

４５

場
所　

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
３
Ｆ

講
師　

小
森
志
保
先
生
（
御
船
町
：

子
育
て
サ
ー
ク
ル
く
も
の
こ
か
い
主
幹
）

ピ
ア
ノ
演
奏　

下
田
砂
織
さ
ん

参
加
費　

２
０
０
円
（
講
師
料
と
し
て
）

事
前
申
し
込
み
不
要

持
っ
て
来
る
物　

水
筒
、
タ
オ
ル
、

き
が
え

ど
ん
ぐ
り
く
ら
ぶ
発

３
月
の
こ
の
ゆ
び
と
ー
ま
れ

　

宇
土
雨
乞
い
大
太
鼓
を
広
く

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
ま
た
、
後

継
者
育
成
の
た
め
に
太
鼓
教
室
を

開
催
し
ま
す
。
な
お
、
そ
の
成
果

は
８
月
５
日
（
土
）
開
催
の
大
太

鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
披
露
し
ま
す
。

期
間　

４
月　

日
（
火
）
〜
８
月

１１

１
日
（
火
）　

週
１
回　
　

回
１７

時
間　

午
後
７
時
〜
午
後
８
時　

分
１５

場
所　

市
民
会
館　

大
ホ
ー
ル
ス
テ
ー
ジ

指
導
者　

宇
土
雨
乞
い
大
太
鼓
保

存
会
青
年
部

内
容　

バ
チ
の
握
り
方
、
構
え
方

な
ど
の
基
本
的
な
こ
と
か
ら
、
課

題
曲
「
お
ま
つ
り
太
鼓
」
の
完
成

ま
で
指
導
し
ま
す
。

参
加
条
件　

宇
土
市
在
住
、
も
し

く
は
宇
土
市
に
通
勤
、
通
学
さ
れ

て
い
る
方

参
加
費　

無
料

定
員　
　

人
（
小
学
生
以
上
）　

４５

申
込
期
間　

３
月　

日
〜　

日

２０

３１

（
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
）

そ
の
他　

太
鼓
、
バ
チ
は
主
催
者

で
準
備
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
せ
先　

市
文
化
振

興
課
市
民
文
化
係
（
市
民
会
館
）

�
�
０
１
８
８

太
鼓
教
室
開
催

○フィールドでは両日ともフワフワトランポリン、親
子スケッチ大会を開催しますのでご参加ください。
　親子スケッチ大会の対象者：小学６年生以下（画用
紙は当日受付にて配布・回収します）

　県下屈指の桜の名所「立岡自然公園」を会場に、うと花
園桜まつりが開催されます。当日は、桜色に染まる会場で
ものまねショーやちびっ子太鼓演奏、特産品販売等を行い
ます。ご家族一緒にぜひ立岡自然公園へおいでください。

期　日　３月２５日（土）～２６日（日）
会　場　立岡自然公園
　　　　市スポーツセンター駐車場
　（雨天時：市スポーツセンター体育館）

内　容
時　　間　午前１０時～午後５時（２日間）
出　店　料　１区画（駐車区割１台分）当たり
　　　　　　　　　　　　　　１，０００円（１日分）
申込方法　電話またはファックスで住所、氏名、

電話番号、希望日、希望区画数を下記
事務局までご連絡ください。（各先着
２０区画締切）

事　務　局　市商工会（〒８６９－０４３３　宇土市新小
路町１３９番地）��５５５５　��２１００

　　　　　※プロとみなされる方はご遠慮願います。

☆桜まつりフリーマーケット出店者募集☆

問い合せ先　市観光協会事務局（市商工観光課内）　��１１１１（内線２３２６）

３月２５日（土）　イベント

フワフワトランポリン１０時～オープニング

おさるのショー、記念撮影、ふれあい会（２回公演）１１時～、１４時～

ふれあいダンス１２時～

クイズ早押し大会１３時～

３月２６日（日）　イベント

ちっび子太鼓、ウトレンジャーショー、フワフワトランポリン１０時～オープニング

イントロ当てクイズ大会（２回公演）１１時～、１４時～

フラダンスショー１２時～

郷ひろみものまねショー（竹原ひろみ）１５時～

（内容は、都合により、変更する場合があります）



平成１８・３（25）

　

行
政
に
対
す
る
ご
意
見
、
苦
情

な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
何
で

も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。
相
談
日
は
、

毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日
で
す
。　

　

次
回
の
開
催
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

日
時　

３
月　

日（
水
）、
４
月　

２２

１２

日
（
水
）
午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

相　

談

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

身
近
な
行
政
相
談

　

商
工
観
光
課
で
は
、
毎
月
第
４

木
曜
日
に
司
法
書
士
に
よ
る
「
消

費
者
行
政
相
談
」
を
開
設
し
て
い

ま
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
・

多
重
債
務
な
ど
の
被
害
の
他
、
消

費
者
被
害
に
関
す
る
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
日　

３
月　

日
（
木
）

２３

　
　
　

毎
月
第
４
木
曜
日
（
祝
日

の
場
合
は
前
日
の
水
曜
日
）

時
間　

午
後
１
時
〜
４
時

会
場　

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
２

階　

小
会
議
室

相
談
料　

無
料

相
談
員　

宇
土
市
在
住
司
法
書
士

問
い
合
せ
先　

市
商
工
観
光
課
商

工
振
興
係　
�
�
１
１
１
１
（
内

線
２
３
２
１
）

消
費
者
行
政
相
談
を

　
　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

地
域
や
職
場
、
学
校
で
の
い
じ

め
、
暴
力
等
の
人
権
問
題
や
、
借

地
・
借
家
、
金
銭
貸
借
隣
近
所
で

の
も
め
ご
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
で
悩
ん
で
い
る
と
き
、
誰
か

相
談
す
る
人
は
い
ま
す
か
？

　

特
設
人
権
相
談
所
で
は
、
人
権

擁
護
委
員
が
様
々
な
心
配
ご
と
、

困
り
ご
と
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

相
談
日　

３
月　

日
（
月
）

２７

　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

会
場　

網
津
公
民
館

相
談
員　

宇
土
市
の
人
権
擁
護
委
員

相
談
内
容　

人
権
問
題
、
家
庭
問

題
、
そ
の
他

※
常
設
と
し
て
法
務
局
（
市
役
所

北
側
）
で
は
、
土
・
日
・
祝
日
を

特
設
人
権
相
談
所
が

開
設
さ
れ
ま
す�

除
く
平
日
の
午
前
８
時　

分
か
ら

３０

午
後
５
時
ま
で
人
権
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

問
い
合
せ
先　

法
務
局
宇
土
支
局

�
�
０
３
２
０　

市
自
治
振
興
課

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
係　
�

�
１
１
１
１
（
内
線
２
２
１
９
）

　

市
職
員
を
装
い
税
金
が
未
納
と

偽
り
、
訪
問
す
る
手
口
が
数
件
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
職
員
が
訪
問

す
る
際
は
、
必
ず
身
分
証
を
携
帯

し
提
示
し
て
い
ま
す
。
職
員
に
な

り
す
ま
す
不
審
者
に
ご
注
意
下
さ

い
。
不
審
に
思
わ
れ
た
場
合
は
市

税
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
せ
先　

市
税
務
課
収
納
係

�
�
１
１
１
１（
内
線
２
１
４
４
・

２
１
４
５
）

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

香
典
返
し

　

市
社
協
に
次
の
方
々
か
ら
香
典

返
し
と
し
て
、
寄
付
が
あ
り
ま
し

た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
ま
す
。 

（
敬
称
略
）

▽
石　

橋　

町　
　

小
畑　

静
雄

　

亡
母　

ツ　

イ　
　
　
（
八
六
）

▽
椿　

原　

町　
　

杉
本　

忠
典

　

亡
母　

タ　

キ　
　
　
（
八
五
）

▽
上　
網　
田　
町　
　

西
明　

博
明

　

亡
母　

ハ
ナ
エ　
　
　
（
九
五
）

▽
松　

山　

町　
　

桑
村
セ
ツ
子

　

亡
夫　

君　

男　
　
　
（
八
二
）

▽
入　

地　

町　
　

藤
原　

京
子

　

亡
夫　
　

豪　
　
　
　
（
七
二
）

▽
長　

浜　

町　
　

宮
本　

直
寛

　

亡
母　

ハ
ル
子　
　
　
（
九
三
）

▽
松　

山　

町　
　

榎
島
ス
エ
モ

　

亡
夫　

友　

成　
　
　
（
八
二
）

▽
神　

合　

町　
　

松
川　

一
俊

　

亡
父　
　

一　
　
　
　
（
七
八
）

▽
松　

山　

町　
　

東
原　

直
人

　

亡
妻　

優　

子　
　
　
（
五
四
）

▽
境　

目　

町　
　

那
須　

伸
夫

　

亡
母　

チ
ヨ
カ　
　
　
（
九
五
）

▽
走　

潟　

町　
　

松
本　
　

力

　

亡
祖
母
ハ
ツ
メ　
　
　
（
九
一
）

▽
浦　

田　

町　
　

西
野　

英
俊

　

亡
父　
　

功　
　
　
　
（
九
七
）

▽
赤　

瀬　

町　
　

松
田　

ツ
ヤ

　

亡
夫　

龍　

男　
　
　
（
八
八
）

▽
神　

馬　

町　
　

神
本　

和
徳

　

亡
弟　
　

安　
　
　
　
（
五
七
）

▽
松　

山　

町　
　

上
村　

正
雄

　

亡
父　

末　

雄　
　
　
（
七
八
）

▽
古　
保　
里　
町　
　

黒
田
カ
ツ
子

　

亡
夫　
　

満　
　
　
　
（
六
五
）

▽
古　

城　

町　
　

村
上　

桂
子

　

亡
夫　
　

昇　
　
　
　
（
六
六
）

▽
下　
網　
田　
町　
　

島
浦　

勝
美

　

亡
母　

セ
イ
コ　
　
　
（
七
一
）

▽
下　
網　
田　
町　
　

石
谷　

信
子

　

亡
夫　

健　

一　
　
　
（
七
三
）

▽
船　

場　

町　
　

田
添　

輝
義

　

亡
母　

ヨ
シ
子　
　
　
（
八
七
）

▽
松　

山　

町　
　

内
田　
　

卓

　

亡
養
母
ハ
ツ
エ　
　
　
（
九
五
）

▽
松　

山　

町　
　

東
原　

則
子

　

亡
夫　

一　

男　
　
　
（
五
八
）

▽
住　

吉　

町　
　

前
田　

愛
子

　

亡
夫　

隆　

造　
　
　
（
五
七
）

▽
下　
網　
田　
町　
　

舟
瀬
タ
エ
子

　

亡
夫　
　

勲　
　
　
　
（
六
九
）

▽
戸　

口　

町　
　

中
本　

和
英

　

亡
父　

良　

夫　
　
　
（
九
〇
）

▽
走　

潟　

町　
　

関
戸
伊
和
喜

　

亡
妻　

艶　

子　
　
　
（
八
六
）

▽
入　

地　

町　
　

古
賀　
　

進

　

亡
母　

イ
ク
ノ　
　
　
（
九
八
）

会
場　

市
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

２
階
会
議
室

行
政
相
談
員　

三
浦
壽
美
子
（
築

籠
町
）�
�
１
３
６
７

問
い
合
せ
先　

市
自
治
振
興
課

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
係　
�

�
１
１
１
１
（
内
線
２
２
１
９
）
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人
形
劇
「
こ
い
ぬ
と
こ
ね
こ
は
ゆ

か
い
な
な
か
ま
」（
エ
ツ
コ
・
ワ
ー

ル
ド
（
東
京
））

日
時　

３
月　

日
（
火
）
祝
日

２１

　
　
　

午
後
３
時
〜
３
時　

分
４０

場
所　

市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

宇
城
子
ど
も
劇
場　

３
月
舞
台
公
演

内
容　

こ
い
ぬ
と
こ
ね
こ
が
一
緒

に
仲
良
く
暮
ら
し
て
い
る
ほ
の
ぼ

の
と
し
た
作
品
を
手
遺
い
人
形
で

楽
し
く
表
現
し
た
お
芝
居
で
す
。

　

同
時
上
映
「
ケ
ロ
ロ
だ
ジ
ャ
ン

プ
！
」
で
カ
エ
ル
く
ん
の
ジ
ャ
ン

プ
を
み
ん
な
で
応
援
し
て
ね
！

問
い
合
せ
先　

宇
城
子
ど
も
劇
場

�
�
３
１
３
８

　

音
楽
で
仲
間
づ
く
り
を
始
め
ま

せ
ん
か
。
と
て
も
楽
し
く
、
こ
こ

ろ
も
わ
く
わ
く
で
す
。

　

左
記
に
よ
り
練
習
を
し
て
い
ま

す
の
で
、
い
つ
で
も
見
学
や
体
験

受
講
な
ど
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日
時　

３
月　

日
、　

日
、　

日

１７

２４

３１

（
毎
週
金
曜
日
）

時
間　

午
後
７
時　

分
〜
８
時　

分

３０

３０

場
所　

中
央
公
民
館

指
導
者　

山
田
純
先
生

連
絡
先　
�
�
３
２
９
１（
田
口
）

ギ
タ
ー
講
座
受
講
生
募
集

　

初
め
て
の
方
の
た
め
に
４
月
か

ら
レ
ッ
ス
ン
を
始
め
ま
す
。
社
交

ダ
ン
ス
に
ま
っ
た
く
縁
の
な
か
っ

た
方
で
も
マ
ン
ボ
、
ジ
ル
バ
、

キ
ュ
ー
バ
ル
ン
バ
、
タ
ン
ゴ
、
ワ

ル
ツ
等
が
楽
し
く
踊
れ
る
よ
う
、

親
切
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

昼
の
部

期
日　

毎
週
金
曜
日（
月
４
回
）　

　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

場
所　

市
中
央
公
民
館　

分
館

（
市
民
会
館
裏
）　

初
日
は
４
月　
１４

日
で
す
。

夜
の
部

期
日　

毎
週
金
曜
日（
月
４
回
）　

　

午
後
８
時
〜　

時
１０

場
所　

市
中
央
公
民
館　

分
館

（
市
民
会
館
裏
）
初
日
は
４
月
７

日
で
す
。

※
昼
の
部
、
夜
の
部
と
週
２
回

レ
ッ
ス
ン
で
き
ま
す
。

問
い
合
せ
先　

宇
土
社
交
ダ
ン
ス

愛
好
会
（
坂
本
清
勝
）�
�
１
４

１
１

社
交
ダ
ン
ス
会
員

募
集
の
お
知
ら
せ

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
楽
し
さ
、
面

白
さ
を
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
思

い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
お
友
達
と
楽
し
く

羽
を
打
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

小
学
１
年
〜
中
学
１
年
生

日
時　

毎
週
水
曜
日
、
金
曜
日
の

午
後
５
時　

分
〜
午
後
７
時　

分

３０

３０

土
曜
日　

午
前　

時
〜　

時

１０

１２

場
所　

市
民
体
育
館

申
込
・
問
い
合
せ
先　
�
�
１
３

１
５
（
松
山
た
か
こ
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
「
宇
土

ジ
ュ
ニ
ア
」
募
集
の
お
知
ら
せ

内　容

　子どもの国コーナー（お店屋さん、ゲーム屋さん）
　体験コーナー　・屋外（ちくわやパンを焼こう、木片でトントン）
　　　　　　　　・屋内（作って遊ぼう、和菓子作り、バルーンアート、さお

り織り、絵手紙）
　オープニング　和太鼓演奏（予定）もち投げ
　日用品、食バザー、ビンゴゲーム等
入場料　無料（一部体験コーナーで要材料費）
問い合せ先　うきうき子どもフェスティバル実行委員会　　
　　　　　　（宇城子ども劇場）　��３１３８

�������	
�������

一日中とことん楽しいフェスティバル！
み～んな来て見て食べて遊んじゃおう！

日　時　４月１６日（日）（雨天決行）
　　　　午前１０時３０分～午後２時３０分
場　所　市武道館（予定）

���������	
�����

ちくわを焼こう

立
岡
自
然
公
園
を
清
掃

　

２
月　

日
、
花
園
校
区
婦
人
会

１２

会
員
や
同
地
区
嘱
託
会
会
員
、
花

園
小
緑
の
少
年
団
、
地
域
住
民
ら

約
５
０
０
人
が
立
岡
自
然
公
園
一

帯
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
奉
仕
活
動
は
、
環
境
保
全

と
美
化
を
図
り
、
桜
の
名
所
で
も

あ
る
同
公
園
を
気
持
ち
良
く
訪
れ

て
も
ら
お
う
と
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

きれいになりました

　

参
加
者
は
、
立
岡
・
花
園
両
池

周
辺
の
土
手
な
ど
の
草
刈
り
や
ご

み
拾
い
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
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２
月　

日
に
市
民
体
育
館
で
第

１２

９
回
新
春
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

Ａ
ク
ラ
ス　

優
勝　

で
こ
ぼ
こ
フ

レ
ン
ズ
、
準
優
勝　

ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
、
３
位　

フ
ォ
ー
テ
ィ
４

Ｂ
ク
ラ
ス　

優
勝　

ウ
ェ
ン
ズ

デ
ィ
Ｂ
、
準
優
勝　

チ
ョ
コ
ミ
ン

ト
、
３
位　

ウ
ェ
ン
ズ
デ
ィ
Ａ

Ｃ
ク
ラ
ス　

優
勝　

シ
ャ
ー
マ
ン

Ｂ
、
準
優
勝　

シ
ャ
ー
マ
ン
Ａ　

３
位　

ア
ト
ミ
ッ
ク
ス
Ｚ

第
９
回

新
春
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
結
果

　

次
の
方
か
ら
善
意
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 ��
�
�
�
�
�
 
（
敬
称
略
）

老
人
ホ
ー
ム
芝
光
苑
に

▽
お
そ
う
じ
倶
楽
部
中
村
屋

　

中
村
司　
（
南
段
原
町
）

　
　

ト
イ
レ
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▽
正
蓮
寺　

藤
村
莞
爾（
網
津
町
）

　
　

金
一
封

市
社
会
福
祉
協
議
会
に

▽
法
華
寺　

　

山
本
恵
教
・
恵
秀
（
浦
田
町
）

　
　

金
一
封
（
新
春
祈
祷
会
大
祭

バ
ザ
ー
益
金
・
小
寒
大
寒
の

寒
行
の
浄
財
）

宇
土
幼
稚
園
に

▽
マ
ル
キ
ン
食
品�
宇
土
工
場

　
　

大
豆　
�６０

　

皆
さ
ま
の
善
意
に
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年　

月
か
ら
パ
キ
ス
タ
ン
等

１０

大
地
震
義
援
金
の
協
力
を
市
庁
舎

１
階
受
付
に
て
お
願
い
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
方
か
ら
の
あ
た
た
か
い

志
は
、
熊
本
県
国
際
協
会
か
ら
在

日
パ
キ
ス
タ
ン
大
使
館
に
お
届
け

い
た
し
ま
し
た
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

テ
コ
ン
ド
ー
で世

界
大
会
出
場

　

４
月
２
日
、
菊
池
市
で
開
催
さ

れ
る
熊
本
国
際
親
善
テ
コ
ン
ド
ー

大
会
に
北
斗
塾
所
属
の
３
人
が
日

本
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　

同
大
会
は
、
テ
コ
ン
ド
ー
競
技

の
普
及
と
競
技
力
向
上
、
国
際
親

善
交
流
を
目
的
に
開
催
さ
れ
、
日

本
を
は
じ
め
韓
国
・
中
国
・
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
等
約　

カ
国
の
強
豪

１０

選
手
約
２
０
０
人
が
出
場
し
ま
す
。

　

今
回
、
北
斗
塾
所
属
の
出
場
選

手
は
山
頭
正
宗
選
手
（
専
大
玉
名

高
１
年
）
澤
田
拡
之
選
手
（
松
橋

高
１
年
）
阪
上
弘
一
選
手
（
緑
川

小
６
年
）
の
３
人
。

　

同
塾
の
園
田
幸
二
指
導
員
と
朴

指
導
員
は
「
選
手
た
ち
が
世
界
の

強
豪
選
手
と
ど
の
よ
う
に
対
戦
し

て
い
く
の
か
楽
し
み
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

表彰を受賞した
緒方さん（右）と山本さん（左）

走
潟
小
に
農
地
を
寄
付

　

こ
の
た
び
、
杉
内
一
喜
さ
ん

（
走
潟
町
）
が
、
宇
土
市
へ
農
地

を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
農
地
は
、
杉
内
さ
ん
が
平

成　

年
か
ら
走
潟
小
学
校
（
五
島

１３
靖
士
校
長
）
へ
の
農
業
体
験
学
習

用
と
し
て
、
無
償
貸
与
し
、
子
ど

も
た
ち
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
お
よ
び
地
域
住

民
に
よ
る
米
づ
く
り
体
験
が
行
わ

れ
て
き
た
も
の
。

　

今
回
、
杉
内
さ
ん
が
北
段
原
町

に
司
法
書
士
事
務
所
を
開
設
し
今

年
で　

年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

５６

こ
れ
ま
で
仕
事
の
面
で
多
く
の

方
々
に
お
世
話
に
な
り
、
社
会
に

対
し
、
そ
の
恩
返
し
を
し
た
い
と

の
思
い
か
ら
、
農
地
８
１
６
㎡

（
約　

反
）
を
寄
付
し
ま
し
た
。

０．８

　

走
潟
小
で
は
、
こ
の
農
地
を
大

事
に
使
わ
せ
て
頂
き
、
今
後
も
引

き
続
き
農
業
体
験
を
通
じ
て
食
育

と
し
て
農
作
物
の
大
切
さ
を
伝
え

て
い
き
た
い
と
話
し
て
い
ま
す
。農地を寄贈した杉内さん

子
ど
も
会
全
国
表
彰
を
受
賞

　

２
月　

日
〜　

日
、
東
京
都
で

１０

１２

第　

回
全
国
子
ど
も
会
育
成
中
央

３９
会
議
・
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
、

席
上
、
市
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会

の
緒
方
亨
会
長
（
栄
町
）
と
山
本

多
美
男
副
会
長
（
新
開
町
）
が
法

人
許
可　

周
年
記
念　

全
国
子
ど

４０

も
会
連
合
会
特
別
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

同
表
彰
は
、
子
ど
も
会
活
動
助

成
に
あ
た
っ
て
い
る
指
導
者
・
育

成
者
に
対
し
て
組
織
育
成
の
観
点

か
ら
そ
の
業
績
を
特
別
に
表
彰
し
、

今
後
に
お
け
る
子
ど
も
会
活
動
の

組
織
的
振
興
を
図
る
た
め
に
贈
ら

れ
た
も
の
。

　

緒
方
会
長
は
「
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
に
手

助
け
を
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
、

山
本
副
会
長
は
「
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
い
る
と
童
心
に
な
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
童
心
の
ま
ま
で
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
夢
を
追
い
か

け
て
行
き
た
い
」
と
今
後
の
抱
負

を
話
し
ま
し
た
。

上段左から朴指導員、山頭選手、園田指導員
下段左から澤田選手、阪上選手

　

日
本
舞
踊
を
披
露
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
２
日
（
日
）

　
　
　

午
前　

時　

分
（
開
場
）

１０

３０

　
　
　

午
前　

時
（
開
演
）

１１

会
場　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

問
い
合
せ
先　
�
�
０
８
７
８

（
竹
口
）

夕
凪
会
　

周
年
記
念
公
演
開
催

２０
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熊本県立宇土高等学校
〒８６９－０４５４　宇土市古城町６３
��００４３　��４７５３
ＨＰ　http://www.higo.ed.jp/sh/utohs/
mail　uto@bears.ed.jp

宇土高校吹奏楽部第４回演奏会

日時　４月３０日（日）午後４時開演
場所　市民会館大ホ－ル

感動のステ－ジを
目指して！

（ただいま、練習中です）

　市民の皆さまには、
日頃から宇土高校を応
援していただきありが
とうございます。

　私は、人間形成の大事な時期である高校３
年間を宇土高校で過ごせて本当に良かったと
思います。入学当初の私は、やりたくない事
は何かしら言い訳をして逃げていました。し
かし、先生方の熱心なご指導のおかげで、そ
んな自分に気付かされ、変わるチャンスを何
度も戴きました。お陰をもちまして、自分の
希望する大学にも合格することができました。
将来は、地域に貢献できるような人間になれ
るように頑張りたいと思います。

卒業生の言葉
野口浩平君（鶴城中出身）

� � � � � ＜ ハンドボール部 ＞ 

　現在、男子１５人、女子９人で、日々練習に励
んでいます。練習では、一人ひとりが意識を高
く持ち、考えたプレイをすることで密度の濃い
内容のあるものを目指しています。どうぞ、練
習風景などもご覧いただきまして、さらなる応援をお願いいたします。
平成１７年度の成績・全九州高校県予選：男子３位・高校総体：男子３
位・九州高校選抜県予選：男・女とも３位

� � � � � � �

　地域の皆さまには、日頃から子どもたち
が何かとお世話になり、有難く思っていま
す。また、「広報うと」へ宇土高校の活動
状況を連載していただくなど、平素よりの

ご理解、ご協力に心より感謝申し上げます。
　恒例行事の、学校～轟～松合～不知火～学校を踏破する「強
歩会」におきましては、宇土高生全員分のぜんざいの炊き出し、
要所の安全確保、飲み物の差し入れをされた保護者、更には生
徒と共に完歩する猛者まで、大勢の方の協力があり、楽しい時
間を過ごすことができました。
　現在、子どもたちの出身地域を区分けしたブロック会（東・
西・南・北）を立ち上げ、保護者の活動を活性化させようとし
ています。これからも、宇土高校を見守りくださいまして、ご
声援をよろしくお願いします。

ＰＴＡの支援
松岡秀樹ＰＴＡ会長

網田ふれあい市

期日　３月１９日（日）
時間　午前９時～
場所　網田海岸公園
※雨天決行、駐車場あり

　ふれあい市では、新しさと
安さをモットーに地元で採れ
た新鮮な野菜、果物、魚介類
などを取り揃えて
います。また、金
券の抽選会も予定
しています。
　家族ご一緒に
お楽しみくださ
い。

問い合せ先　
ふれあい市実行委員会事務局
　��００３１　��０２８０

Ｑ．今の仕事は？動機は？

Ａ．ヤマハ熊本プロダクツに勤めていま
す。動機は、高校のときの担任の先
生の紹介で入社しました。

Ｑ．自分の長所・短所は？

Ａ．長所は負けず嫌いなところ。
　　短所はすぐ負けてしまうところ。
Ｑ．趣味は？

Ａ．人には言えません。
Ｑ．将来の夢は？

Ａ．もう少し年をとってから、フラフラ
になりながら、ホノルルマラソンを走
りたいです。

Ｑ．「伝えたいひとこと」とその相手は？

Ａ．娘の慧とその母へ。
　　性格が一緒で困ってます。
Ｑ．次は誰を？

Ａ．杉内之徳さんを
芥川義文さん
（松山町）

�
����
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入札の経緯については、市財政課で閲覧することができます。問い合せ先　市財政課契約管財係　��１１１１（内線２２３２）

工　　　期指名
業者数

落　札　業　者予定価格（税込）
落 札 額（税込）

件　　　　名入札月日

Ｈ１８．　１．１８～Ｈ１８．　３．２０１８�護総合開発
６，８４４，０００
６，７７２，５００

田平地区耐震性貯水槽設置工事

　１．１１

Ｈ１８．　１．１８～Ｈ１８．　３．２０１６�伊豫建設
７，０２８，０００
６，８２５，０００

平成１７年度　上古閑地区水路改良工事

Ｈ１８．　１．１８～Ｈ１８．　３．１５１６�鶴城
９，００５，０００
８，８０９，５００

平成１７年度　古保里地区水路改良工事

Ｈ１８．　１．１８～Ｈ１８．　３．１７１６�佐藤秀建設
７，６３０，０００
７，３８１，５００

上松山地区耐震性貯水槽設置工事

Ｈ１８．　１．１８～Ｈ１８．　３．２０１６グリーン工業�
１９，１７０，０００
１８，７９５，０００

平成１７年度　史跡宇土城跡保存整備工事

Ｈ１８．　１．１８～Ｈ１８．　３．２５１６�飽南産業
１６，４９５，０００
１６，２７５，０００

椿原・城塚線改良舗装工事

Ｈ１８．　１．１８～Ｈ１８．　３．２５１７�村上産業
１０，４１８，０００
１０，１７４，５００

古保里・上松山１号線改良舗装工事

Ｈ１８．　１．１８～Ｈ１８．　３．２５１５斎藤興業
１０，２６５，０００
１０，００６，５００

北走・西走線改良舗装工事

Ｈ１８．　１．１８～Ｈ１８．　３．１５２０�サンワ
９，８９４，０００
９，５７６，０００

大坪川支流改修工事

Ｈ１８．　１．１８～Ｈ１８．　３．１５　８�渡邊建設
６，８１７，０００
６，６７８，０００

御領橋・栗崎線改良舗装工事

Ｈ１８．　１．１８～Ｈ１８．　３．２５１５�義王産業
８，０６１，０００
７，８１８，３００

準用河川　大坪川改修工事

Ｈ１８．　２．　１～Ｈ１８．　３．３１　８
�双葉工務店　
宇土支店

－
９４５，０００

花園小学校校舎増築に伴う地質調査委託業務

１．３０ Ｈ１８．　２．　１～Ｈ１８．　３．２４１０
�農研コンサル
タンツ

－
３，２０２，５００

宇土北部３期農免農道新規申請資料新規作成
業務委託

Ｈ１８．　２．　１～Ｈ１８．　３．２７　８
カンセイコンサ
ルタント�

－
２，６２５，０００

中央線改良舗装工事に伴う測量設計委託業務
（その２）

Ｈ１８．　２．　９～Ｈ１８．　９．２９　９�松永建築企画
３２，７６６，０００
２８，５４４，２５０

緑川小学校バリアフリー化改修建築工事

２．　２

Ｈ１８．　２．　９～Ｈ１８．　９．２９　９�後藤建設
３７，７６８，０００
３６，３３０，０００

宇土東小学校バリアフリー化改修建築工事

Ｈ１８．　２．　９～Ｈ１８．１０．１６　８�プラムテック
１，８００，０００
１，７３２，５００

緑川小学校バリアフリー化改修電気設備工事

Ｈ１８．　２．　９～Ｈ１８．１０．１６　８�中央総合設備
３，２６２，０００
３，２１３，０００

宇土東小学校バリアフリー化改修電気設備工
事

Ｈ１８．　２．　９～Ｈ１８．１０．１６１２�プラムテック
１，８１１，０００
１，７３２，５００

緑川小学校バリアフリー化改修機械設備工事

Ｈ１８．　２．　９～Ｈ１８．１０．１６１２�吉野商会
１，９１３，０００
１，８４８，０００

宇土東小学校バリアフリー化改修機械設備工
事

Ｈ１８．　２．　９～Ｈ１８．　３．２４　８宮田電気工業�
２，３４６，０００
２，２８９，０００

平成１７年度道の駅「宇土マリーナ」駐車場照
明灯設置工事

Ｈ１８．　２．　９～Ｈ１８．　３．２０１０�伊藤光建設
３，５７１，０００
３，４４４，０００

汚水４５８号　上新開枝線工事

Ｈ１８．　２．１０～Ｈ１８．　３．３１１４�成田産業
２２，９９０，０００
２２，５７５，０００

平成１７年度　松山地区基盤整備促進事業支線
１号水路改良工事（１工区）

２．　３

Ｈ１８．　２．１０～Ｈ１８．　３．３１１６�佐藤秀建設
１２，５５８，０００
１２，１８０，０００

平成１７年度松山地区基盤整備促進事業支線１
号水路改良工事（２工区）

Ｈ１８．　２．１０～Ｈ１８．　３．２４１８�上野工業所
７，１５４，０００
７，０８７，５００

平成１７年度　道の駅「宇土マリーナ」周回道
路改良工事

Ｈ１８．　２．１０～Ｈ１８．　３．２４１５浜田建設工業
５，２１４，０００
５，０２９，５００

平成１７年度　神山地区水路改良工事

Ｈ１８．　２．１０～Ｈ１８．　３．２４１０�コウセイ開発
３，２７１，０００
３，１５０，０００

平成１７年度　網田漁港施設整備工事

Ｈ１８．　２．１０～Ｈ１８．　３．２７１６�伊豫建設
５，６６８，０００
５，４６０，０００

城之浦・上古閑線改良舗装工事

Ｈ１８．　２．１０～Ｈ１８．　３．１５１０�伊藤光建設
２，９４０，０００
２，８３５，０００

椿原・城塚線舗装工事（城塚地区）

Ｈ１８．　２．１０～Ｈ１８．　３．１５１１�轟興業
３，６３６，０００
３，５５９，５００

石小路・石橋町線改良舗装工事

Ｈ１８．　２．１０～Ｈ１８．　３．１５１１�後藤建設
３，０２２，０００
２，９４０，０００

松原・築籠１号線舗装工事

Ｈ１８．　２．１０～Ｈ１８．　３．２７１２�吉田組
１０，６４５，０００
１０，３９５，０００

保育園前通り１号線舗装工事

公共工事等入札結果の公表 （単位：円）
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食育が法律となったことはご存知でしたか？
今回は食育基本法についてお話します。

市管理栄養士　竹口

～平成１７年６月１０日国会で「食育基本法」が成立し、７月１５日から実施されました～

ごごごごごごごごごごごごごごごご存存存存存存存存存存存存存存存存知知知知知知知知知知知知知知知知でででででででででででででででですすすすすすすすすすすすすすすすかかかかかかかかかかかかかかかかご存知ですか？？？？？？？？？？？？？？？？？『『『『『『『『『『『『『『『『食食食食食食食食食食食食食食食食育育育育育育育育育育育育育育育育基基基基基基基基基基基基基基基基本本本本本本本本本本本本本本本本法法法法法法法法法法法法法法法法『食育基本法』』』』』』』』』』』』』』』』』

Ｑ：なぜ法律が作られたの？

Ａ：私たちにとって欠かせない
「食」をめぐる様々な問題に
ついて（下表）、個人の問題と
いうだけでなく、日本の社会
全体の問題として放置してお
くわけにはいきません。そこ
でその対策として食育を強力
に推進するために法律が制定
されました。

①「食」を大切にする心の欠如
②栄養バランスの偏った食事や
不規則な食事の増加

③肥満や生活習慣病（がん・糖
尿病など）の増加

④過度の痩身志向
⑤「食」の安全上の問題の発生
⑥「食」の海外への依存
⑦伝統ある食文化の喪失

Ｑ：目的は？

Ａ：国民が生涯にわたって健全な
心身を培い、豊かな人間性を
育むことができるようにする
ため、食育を総合的、計画的
に推進することにあります。

（内閣府食育推進室

パンフレットより引用）

食育基本法の中では「食育」を
次のように位置づけています。
①　生きる上での基本であっ
て、知育、徳育及び体育の
基礎となるべきもの
②　様々な経験を通じて「食」
に関する知識と「食」を選
択する力を習得し、健全な
食生活を実践することがで
きる人間を育てること

つまり、私達の心も身体も
「食」の上に成り立っている
ということですね。

申込・問い合せ先　市保健センター　��２３００

　４月から新しい検診方式で、下記の検診を同日に実施します。２月の検診申し込み調査で申し込まれた方に
は、検診日の１カ月前までに、受診券や問診票をお届けします。申し込まれていない方の追加申し込みを受け
付けますので、下記の日程をご確認のうえ、電話等でお申し込みください。検診の受付時間はその際にお尋ね
ください。検診項目は、ご自分で選択してお申し込みいただけます。

個人負担金
検診内容検診項目

７０歳以上４０～６９歳

無　料１，３００円
身体計測、心電図、血圧、糖尿病や高脂血症、
血液検査による腎機能、肝機能検査など

基本健診

５００円１，４００円バリウムによる胃部Ｘ線透視検査胃がん検診

２００円５００円
便潜血検査
（採便容器を事前に送付します）

大腸がん検診

３００円１，０００円
超音波による腎、肝、胆嚢、膵な
どの撮影

腹部超音波検診

２００円５００円
胸部X線撮影、ハイリスク者を対
象に喀痰検査（別料金）

肺がん検診

４００円
２０～６９歳
１，１００円

子宮頚部の細胞検査　＊１９年度は
実費負担となります。（約４，０００円）

子宮がん検診
（女性のみ）

超音波　　２，５００円
マンモグラフィー　　３，５００円

超音波方式またはマンモグラフィー検
査　＊１８年度は実費負担となります。

乳がん検診
（女性のみ）

＊すべての検診を受ける方の所要時間は、男性９０分、女性１２０分程度です。

会場期日

市保健センター
４月１６日（日）

～
４月１９日（水）

網田農業者トレーニングセンター４月２０日（木）

市保健センター
４月２１日（金）

～
４月２５日（火）

網田農業者トレーニングセンター４月２６日（水）

市保健センター

４月２７日（木）
　　　　２８日（金）

５月２２日（月）
　　　　２３日（火）

網田農業者トレーニングセンター５月２４日（水）

網津多目的研修会施設
５月２５日（木）

６月　１日（木）

市保健センター６月　２日（金）
　　～４日（日）

日程 今年度の集団検診はすべて下記の日程で終了します連続する表記は土・日曜日を含んでいます

平成１８年度複合検診を実施します
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健康カレンダー
記事に関する問い合せは、市保健センター　��２３００まで

対象・その他受付時間場所内　容月　日

妊　婦午前１０時
　～１０時１５分

市
保
健
セ
ン
タ
ー

妊婦健康相談
（母子手帳交付）

毎　週
火曜日

１５年２月生まれ午後　１時
　～　１時１５分

３歳児
健康診査

　３．１６

１８年１月生まれ午前　９時１５分
　～　９時３０分すくすく学級　３．２２

１６年１２月生まれ午前　９時
　～　９時１５分幼児歯科教室　４．　３

１７年１２月生まれ午後　１時
　～　１時１５分

３カ月児
健康診査　４．　６

１６年９月生まれ午後　１時
　～　１時１５分

１歳６カ月児
健康診査　４．１２

１６年３月生まれ午前　９時１５分
　～　９時３０分ぴかぴか教室　４．１３

１７年９月生まれ
午後　１時
　～　１時１５分

６カ月児
健康診査　４．１３

１５年３月生まれ３歳児
健康診査　４．２０

日曜・祭日当番医

電　話病・医院名月　日

２３－６５５５松田内科循環器科クリニック
　３．　１９

２２－６６００むらかみ眼科クリニック

２２－１６００宇土中央クリニック
　３．　２１

２３－５８５１草場医院

２２－０２４１尾崎医院
　３．　２６

２２－１４１９高木皮ふ科医院

２２－３６９２本多胃腸科内科医院
　４．　　２

２２－５５２２田山産科婦人科医院

２２－００１７金森医院
　４．　　９

２３－２３４１もろが整形外科医院

２２－０００２福田医院
　４．　１６

２２－１０８１くまもと心療病院
（診療時間：午前９時～午後５時）

※０１２３親子の広場は、３月２０日、４月１０日、１７日に利用でき
ます。４月３日は幼児歯科教室のため利用できません。

　市保健センターでは、毎週金曜日に健康相談を
行っています。赤ちゃんから高齢者の方まで、ど
なたでもご利用できます。気軽にご利用ください。
受付時間　午前９～１１時
　　　　　（事前に電話での予約が必要です）
内　　容　身体測定、体脂肪測定、栄養相談など
その他、健康に関することで相談したいことがあ
る方はご相談ください。

健康相談をご利用ください

　４月から２歳の方を対象にぴかぴか教室を行います。誕生
月の翌月が対象月となりますので、お手元に届きます問診票
をお持ちの上、教室にご参加ください。対象年齢に関しては
毎月の広報でもお知らせしていきます。
　対象外になられた方は、申し訳ありませんが今後は医療機
関でのフッ素塗布を利用していただきますようお願いします。

���������	
����☆ ☆
☆

費用　
　各検診機関によって費用は
異なりますが、５割を市が負
担しますので、各自５割分（１
万５千円～３万円程度）を検
診機関の窓口でお支払いくだ
さい。上記の節目の年齢の方
は、３割が受診者負担となります。［なお、オプ
ション検査を希望される場合は別途加算されま
す］
申込の方法
　３月２０日（月）～３１日（金）８：３０～１７：１５
の間、保健センター窓口で受け付けます。（個人情
報取得にかかる同意書の提出が必要なため、電話
での申込は受付できません）
健診予定期日
　６月１日～９月３０日
契約健診機関
　済生会熊本病院健診センター、日赤熊本健康管
理センター
問い合せ先　市保健センター　��２３００

対象者
・宇土市に住民票がある方
・平成１８年度中に満３５歳以上６５歳未満の方
　（Ｓ１７年４月２日～Ｓ４７年４月１日生まれ）
・１８年度に満３５・４０・４５・５０・５５歳になる方に
は節目健診として、別途案内状および申込書を
送付しています。
・申請者の属する世帯にかかる、市民税、固定資
産税、軽自動車税、国民健康保険税を現年度及
び過年度完納しているもの。ただし、現年度に
ついては納期限到来分までとします。

　（申込時に市税等未納有無調査承諾書を提出していただきます）
・妊娠していない方
・応募者多数の場合は、初回受診の方を優先させ
ていただきます。

募集人員　１９０人程度
　　　　　（定員になりしだい締め切ります）

募集人員医療機関名

４５人日赤熊本健康管理センター

１４５人済生会熊本病院健診センター

総合健診（日帰り人間ドック）
受診者募集のお知らせ
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表
紙
の
写
真
は
、
粟
嶋
神
社
の

写
真
で
す
。

　

今
年
も
３
月
１
日
か
ら
３
日
ま

で
ミ
ニ
鳥
居
で
知
ら
れ
る
粟
嶋
神

社
（
新
開
町
）
で
春
季
大
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
同
神
社
の
境
内

に
あ
る
高
さ
・
幅
と
も
に
約　
�３０

の
ミ
ニ
鳥
居
は
、
く
ぐ
り
抜
け
る

と
足
腰
の
病
気
や
婦
人
病
、
安
産

な
ど
に
ご
利
益
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
平
日
に
も
か
か
わ
ら

ず
市
内
外
か
ら
家
族
連
れ
や
女
性

グ
ル
ー
プ
な
ど
多
く
の
参
拝
客
が

来
訪
。
大
阪
か
ら
訪
れ
た
と
い
う

女
性
は
「
ほ
ん
ま
に
通
れ
る
ん
や

ろ
か
？
」
と
話
し
な
が
ら
必
死
に

く
ぐ
り
抜
け
ま
し
た
。

　

３
月
３
日
に
子
ど
も
た
ち
が
ミ

ニ
鳥
居
を
く
ぐ
り
抜
け
る
様
子
の

写
真
を
撮
ろ
う
と
取
材
へ
。
同
神

社
に
到
着
し
た
と
こ
ろ　

数
人
の

２０

ベ
テ
ラ
ン
カ
メ
ラ
マ
ン
が
ナ
イ
ス

ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
陣
取
っ
て
お
ら
れ

た
の
で　

分
だ
け
、
場
所
を
貸
し

１０

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

鳥
居
を
く
ぐ
る
顔
の
写
真
は
だ

い
た
い
笑
顔
が
多
い
の
で
す
が
、

珍
し
く
？
泣
い
て
い
る
顔
だ
っ
た

の
で
、
表
紙
に
し
ま
し
た
。（
５
）

　

第　

回
郡
市
対
抗
熊
日
駅
伝
が

３１

２
月　

日
、
本
渡
市
役
所
前
を
ス

１２

タ
ー
ト
、
熊
本
市
上
通
町
の
び
ぷ

れ
す
熊
日
会
館
前
を
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
と
す
る　

区
間
、
１
０
５，

１４

３�
に　

郡
市
が
出
場
し
て
健
脚

２１

を
競
い
ま
し
た
。

　

宇
土
市
は
、
昨
年
の　

位
か
ら

１７

　

位
に
順
位
を
伸
ば
し
て
躍
進
賞

１２を
獲
得
。
上
田
一
義
監
督
は
「
総

合
力
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
結
果
。

来
年
は
、
今
回
、
出
場
し
た
高
校

生
が
全
員
残
る
の
で
、
確
実
に　
１０

位
以
内
を
狙
い
た
い
」
と
来
年
の

抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
女
子
の
レ
ー
ス
と
な
る

第　

回
熊
日
郡
市
対
抗
女
子
駅
伝

２３
は
１
月　

日
、
熊
本
市
の
び
ぷ
れ

２９

す
熊
日
会
館
前
を
発
着
点
と
す
る

コ
ー
ス
（
７
区
間
、　
�
）
に　

３０

２１

郡
市
が
出
場
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
女
子
チ
ー
ム
は
、
過
去
の
大

会
で
２
位
や
入
賞
を
何
度
も
獲
得

し
た
こ
と
が
あ
る
強
豪
。
今
回
の

大
会
は
、
中
学
生
を
中
心
と
し
た

チ
ー
ム
編
成
で
臨
み
、　

位
と
い

１６

う
残
念
な
結
果
に
な
り
ま
し
た
が
、

田
代
一
行
監
督
は
「
選
手
、
ス

タ
ッ
フ
一
丸
と
な
っ
て
巻
き
返
し

を
図
り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
選
手
、
監
督
の
皆
さ
ん

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
男
子
】
▽
総
監
督　

岡
崎
房
義

▽
監
督　

上
田
一
義

▽
コ
ー
チ　

田
代
一
行
、
伊
豫
憲
一

▽
選
手　

中
山
晶
貴
、
井
上
伸
孝
、

野
間
拓
哉
、
正
木
潤
、
出
口
真
太

郎
、
宮
本
誠
也
、
松
村
勝
、
高
山

堅
志
、
上
田
智
久
、
守
川
泰
一
郎
、

鶴
田
和
己
、
渡
並
隆
宏
、
櫛
山
光

太
朗
、
上
野
響
、
西
山
一
星
、
本

田
大
房
、
平
岡
史
彰
、
菅
原
大
貴
、

後
藤
健
太
、
坂
本
凌
一

【
女
子
】
▽
監
督　

田
代
一
行

▽
コ
ー
チ　

上
田
一
義
、
宇
都
宮
勝
之

▽
選
手　

本
多
博
恵
、
長
谷
川
茉

美
、
長
溝
早
紀
、
杉
田
佳
奈
、
中

原
美
里
、
河
野
彩
奈
、
徳
永
美
香
、

小
森
田
泉
、
米
田
春
香
、
斉
藤
し

お
り
、
大
島
翠

７区　松村選手の激走

市
の
木

き
ん
も
く
せ
い

市
の
花

あ
じ
さ
い

市
の
鳥

メ
ジ
ロ

人口

心ゆたかな環境創造の宇土市

市 の う ご き
平成１８年３月１日現在

　３８，７２１人　（＋　４人）

　１８，５７０人　（＋　３人）

　２０，１５１人　（＋　１人）

　１３，２５４世帯（＋　１７世帯）

（　）内は前月比

高齢者　あなたのマナーで防ぐ事故

市の交通事故発生件数
 １月１日から  ２月２８日まで平成
１８年

平成
１８年

発生件数　　３２件（－　６件）

死　者　数　　　０人（±　０人）

負傷者数　　３７人（－　２３人）

（　）内は前年
�

比

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
	
��

郡
市
対
抗
熊
日
駅
伝

男
子

位
、
女
子

郡
市
対
抗
熊
日
駅
伝　

男
子　

位
、
女
子　

位位

１２１２

１６１６

本文は古紙配合率１００％
再生紙を使用しています

６２１０２３１０

中山晶貴選手の選手宣誓

小森田 泉選手の選手宣誓
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